
Ryukoku University Alumni News No.73（1）第73号 2011（平成23）年9月15日

〔校友総数　155,132名〕
2011年（平成23）9月15日

第73号
発　　行＝龍谷大学校友会
編集＝校友会広報部会
http://www.ryukoku.ac.jp

京都市伏見区深草塚本町67
龍　谷　大　学　内

校友会事務局
TEL075-645-2015
FAX075-645-2017
郵便番号612-8577

Ryukoku U
niv. A

lum
ni N
ew
s N
o.73

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
棟
・
校
友
会
賞
に
剣
道
部
女
子
 ・・ 

2
面

同
郷
の
集
い
・
龍
谷
大
学
の
歴
史
再
発
見
②
 ・・・・・・・
３
面

注
目
の
サ
ー
ク
ル
・
校
友 

W
h
o
’s W
h
o
 ・・・・・・
４
面

校
友
最
前
線
・
新
刊
紹
介
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
５
面

福
井
・
石
川
・
鳥
取
支
部
設
立
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
６
面

地
域
支
部
の
集
い
・
職
域
支
部
の
集
い
 ・・・・・・・・・・・・・
７
面

仏
教
に
学
ぶ
・
校
友
の
お
店
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
８
面

※
題
字
＝
星
野
元
豊
・
第
９
代
学
長

　
校
友
会
と
各
学
部
同
窓
会

共
催
の
入
会
歓
迎
会
は
、
大

震
災
の
６
日
後
で
あ
っ
た
。
各

同
窓
会
長
か
ら
、
ア
ル
コ
ー
ル

類
を
一
切
提
供
せ
ず
、
そ
の

費
用
す
べ
て
を
義
援
金
と
し

た
い
と
い
う
呼
び
か
け
に
、
各

会
場
か
ら
賛
同
の
大
き
な
拍

手
が
起
こ
っ
た
。
合
計
額
は

抽
選
会
用
の
景
品
を
換
金
し

た
も
の
や
、
個
人
の
も
の
も

含
め
て
４
３
５
万
円
（
文
短

100
万
・
済
30
万
・
営
45
万
・

気
を
体
験
し
て
、
龍
谷
大
学

へ
の
関
心
を
高
め
て
ほ
し
い

　
現
在
、
東
北
５
県
に
は
、

卒
業
生
約
５
０
０
名
が
在
住

し
、
校
友
会
は
一
定
の
期
間

を
見
定
め
て
、
東
北
に
お
け

る
拠
点
数
ヶ
所
で
「
卒
業
生

激
励
の
夕
べ
」
の
よ
う
な
場

を
持
ち
た
い
と
検
討
し
て
い

る
。

　
龍
谷
大
学
は
浄
土
真
宗
以

法
50
万・理
工
50
万・社
30
万・

国
際
30
万
・
辻
亜
弥
乃
氏

100
万
円
）
に
達
し
、
全
額
が

（
社
）中
央
募
金
会
へ
、
最
初

の
義
援
金
と
し
て
納
め
ら
れ

た
。

　
一
方
、
龍
谷
大
学
で
は
、

大
震
災
直
後
に
東
北
方
面
か

ら
の
在
学
生
81
人
の
安
否
確

認
を
行
い
、
全
員
無
事
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、

学
内
で
は
多
く
の
学
生
た
ち

か
ら
の
自
主
的
な
申
し
出
が

と
い
う
校
友
会「
和
歌
山
県
・

海
南
有
田
支
部
」（
山
西
寛

　「
コ
コ
ロ
の
不
思
議
に
寄

り
そ
い
た
い
」
を
キ
ャ
ッ
チ

外
に
も
多
数
の
僧
侶
を
輩
出

し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
東

日
本
大
震
災
と
津
波
に
よ
る

絶
望
的
な
状
況
の
中
、
西
本

願
寺
仙
台
別
院
な
ど
を
拠
点

と
し
て
、
ま
さ
し
く
宗
派
を

超
え
て
卒
業
生
が
全
国
か
ら

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

現
地
入
り
を
し
て
い
る
。
大

震
災
後
、
８
度
も
被
災
地
に

赴
い
て
、
遺
体
安
置
所
で
の

読
経
や
、
避
難
所
で
の
「
こ

こ
ろ
の
ケ
ア
」
を
行
う
校
友

の
様
子
が
、
Ｔ
Ｖ
や
新
聞
報

道
を
通
じ
て
紹
介
さ
れ
た
。

　
本
願
寺
派
立
校
で
あ
る
龍

谷
大
学
が
、
そ
の
建
学
の
精

神
の
具
現
で
あ
る
「
と
も
い

き
（
共
生
）」
の
理
念
と
仏

教
精
神
を
実
践
し
、
苦
悩
の

現
場
に
立
ち
向
か
っ
て
被
災

者
に
寄
り
添
う
姿
に
、
熱
く

胸
を
打
た
れ
る
。「
こ
こ
ろ
」

あ
り
、
龍
谷
大
学
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ
ン
タ

ー
が
中
心
と
な
り
、
深
草
キ

ャ
ン
パ
ス
か
ら
３
回
（
８
月

４
日
時
点
）
に
わ
た
っ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
で
、
の
べ

90
人
を
こ
え
る
学
生
・
教
職

員
が
宮
城
県
石
巻
市
な
ど
に

赴
い
て
瓦
礫
の
撤
去
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
夏
休
み
を
利
用

し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
も

開
始
し
、
継
続
し
た
支
援
活

動
が
で
き
る
よ
う
深
草
・
大

宮
・
瀬
田
の
３
キ
ャ
ン
パ
ス
に

働
き
か
け
、
学
生
は
も
と
よ

り
、
教
職
員
も
含
め
た
多
く

の
人
々
が
、
今
後
の
支
援
の
た

め
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。

フ
レ
ー
ズ
と
し
た
文
学
部
臨

床
心
理
学
科
と
、
大
学
院
文

学
研
究
科
（
８
専
攻
）
が
、

来
春
の
12
年
４
月
に
開
設
さ

れ
る
。

　
龍
谷
大
学
で
は
１
９
２
２

年
（
大
正
11
）
か
ら
90
年
の

長
き
に
わ
た
っ
て
心
理
学
に

関
す
る
研
究
教
育
が
行
わ
れ

て
き
た
実
績
が
あ
る
。

　
ま
た
、
文
学
部
哲
学
科
教

育
学
専
攻
で
は
94
年
（
平
成

６
）
に
は
大
学
院
修
士
課
程
、

00
年
（
平
成
12
）
に
同
博
士

課
程
を
設
置
し
、
さ
ら
に
02

年
か
ら
専
門
的
な
研
究
、
教

育
、
実
践
が
進
め
ら
れ
て
き

た
「
臨
床
心
理
学
領
域
」
の

実
績
を
受
け
継
い
で
、
今
回

の
「
臨
床
心
理
学
科
」（
定

員
92
人
）
の
設
置
に
至
っ
て

い
る
。

　
社
会
現
場
に
要
請
さ
れ
る

臨
床
心
理
学
に
も
と
づ
く
対

人
援
助
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
ス
キ
ル
を
備
え
た
人

の
回
復
も
含
め
て
真
の
意
味

で
の
復
興
が
、
一
日
で
も
早

く
達
成
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、

15
万
人
を
超
え
る
校
友
の
切

な
る
願
い
だ
。

材
を
育
成
す
る
と
共
に
、
大

学
院
の
臨
床
心
理
学
専
攻
へ

の
進
学
で
「
臨
床
心
理
士
」

の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
11
年
10
月
６
日
に

は
、
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
前
の
龍
谷

大
学
ア
バ
ン
テ
ィ
響
都
ホ
ー

ル
と
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
清
風

館
で
、
開
設
記
念
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
開
か
れ
る
。

支
部
長
）
の
企
画
が
実
現
し

た
。

　
７
月
13
日
午
後
１
時
、
県

立
箕
島
高
校
視
聴
覚
教
室
で
、

板
谷
泰
収
校
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
進
路
指
導
部
長
の
林
和

哉
教
諭
が
司
会
進
行
し
、
法

学
部
の
牛
尾
洋
也
教
授（
民

法
）と
学
生
10
人
に
よ
る「
出

前
講
座
」
が
始
ま
っ
た
。

　
前
半
は
開
発
と
防
災
の
観

点
か
ら
里
山
・
里
海
の
景
観

保
全
に
つ
い
て
牛
尾
教
授
が

講
義
。
続
い
て
牛
尾
研
究
室

の
「
み
ら
い
の
環
境
を
支
え

る
龍
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

学
生
た
ち
が
、
映
像
を
使
っ

て
有
田
市
箕
島
の
魅
力
に
言

及
し
た
。〝
み
ら
プ
ロ
〞
の

出
番
に
な
る
と
100
人
を
こ
え

　
地
元
の
高
校
生
た
ち
に
母

校
龍
谷
大
学
の
授
業
の
雰
囲

講演する〝みらプロ〟の学生たち。中央奥左は牛尾教授

苦悩の現場に立って
卒業生が積極活動

東日本大震災の復興願い

臨床心理学科

３月11日に発生した未曾有の東日本大震災に遭遇さ
れた皆様に謹んでお見舞いと、肉親を亡くされたご
家族の皆様に対し、心からお悔やみを申し上げます。

学
生
た
ち
も
相
次
ぎ
支
援

龍
大「
出
前
講
座
」

心
の
ケ
ア 
宗
派
を
超
え

入
会
歓
迎
会
の
一
部
費
用
を
義
援
金
に

海
南
有
田
支
部
が
企
画

来春文学部に開設
大学院で臨床心理士受験資格

仙
台
別
院
な

ど
を
拠
点
に

県
立
箕
島
高

有
田
中
央
高

高校生対象

住所変更をメールかFAXで
075-645-2017

住所や勤務先変更・改姓などをFAXで
お知らせ下さい。卒業生約15万5千人
のうち約3万人の住所が不明です。
ご友人でこの会報が届いていない方
にもお知らせ下さい。
校友会事務局　TEL 075-645-2015
校友会Ｅメールアドレス変更

（新）koyu＠ad.ryukoku.ac.jp

福
祉
の
こ
こ
ろ
と
理
念
に
つ
い
て

話
す
加
藤
教
授

る
箕
島
高
の
生
徒
た
ち
の
目

は
一
段
と
輝
き
、
県
外
の
若

者
た
ち
に
よ
っ
て
故
郷
の
素

晴
ら
し
さ
を
再
認
識
す
る
発

表
と
な
っ
た
。

　
２
日
後
の
15
日
に
は
場
所

を
県
立
有
田
中
央
高
校
に
移

し
、
箕
島
高
校
の
前
校
長
で

日
本
高
野
連
の
元
副
会
長
・

田
井
伸
幸
さ
ん（
71
年
文
卒
）

が
今
回
の
企
画
を
説
明
し
た

あ
と
、
短
期
大
学
部
の
加
藤

博
史
教
授
（
福
祉
学
）
が
出

前
講
座
を
担
当
。
い
き
な
り

「
君
た
ち
は
処
刑
の
現
場
を

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」

と
、
台
湾
や
米
国
の
実
例
を

紹
介
し
、「
福
祉
と
は
、
人

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
パ
ワ
ー
を

引
き
出
し
、
そ
れ
を
下
支
え

す
る
こ
と
だ
」
と
、
今
日
の

福
祉
の
世
界
的
な
大
き
な
流

れ
に
つ
い
て
言
及
。

　
加
藤
教
授
は
教
壇
か
ら
お

り
て
生
徒
た
ち
の
間
に
入
り
、

一
人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
て

質
問
し
、
通
常
の
高
校
で
は

見
ら
れ
な
い
講
義
ス
タ
イ
ル

に
生
徒
た
ち
は
戸
惑
い
気
味

だ
っ
た
が
、
終
了
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
見
る
と
、「
自
分

の
こ
と
と
し
て
福
祉
の
話
が

聞
け
た
」「
大
学
で
は
こ
ん

な
講
義
が
行
わ
れ
て
い
る
の

だ
と
、
新
鮮
に
感
じ
た
」
と

大
好
評
。
清
水
博
行
校
長
も

生
徒
た
ち
の
反
応
に
目
を
見

張
っ
た
。

　
少
子
化
で
大
学
入
学
者
が

減
少
す
る
中
、
今
回
の
海
南

有
田
支
部
の
取
り
組
み
は
、

母
校
支
援
の
大
き
な
布
石
と

な
る
だ
ろ
う
。

東北教区（本願寺派）災害ボランティアセンター（仙台市）
での支援活動報告会

写真提供＝本願寺出版社僧
侶
有
志
の「
震
災
支
援
ネ
ッ
ト
・
北
海

道
」に
よ
る
ラ
ー
メ
ン
炊
き
出
し
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校
友
会
は
、
学
生
諸
君
の

就
職
活
動
支
援
の
た
め
、
積

極
的
に
機
会
の
創
出
と
情
報

提
供
に
協
力
し
て
い
く
こ
と

を
年
度
の
方
針
と
定
め
た
。

　
近
畿
の
あ
る
私
大
の
教
員

か
ら
「
学
生
た
ち
の
就
職
活

動
の
た
め
に
、
一
年
間
に
靴

を
三
足
も
履
き
つ
ぶ
し
た
」

と
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
か
た
と
昨
年
12
月
28
日

に
、
大
阪
御
堂
筋
で
ば
っ
た

り
出
会
っ
た
と
き
も
「
各
企

業
が
年
内
は
、
今
日
で
仕
事

納
め
だ
か
ら
」
と
企
業
廻
り

を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
案
の

定
、
こ
の
大
学
の
就
職
内
定

率
は
、
近
畿
地
区
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。
龍
谷
大
学
の
教
員

に
も
、
学
生
就
職
活
動
支
援

に
熱
心
な
教
員
が
多
数
お
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
赤
松
徹
眞
新
学
長
は
、
こ

の
１
〜
２
ヶ
月
の
間
に
、
経

営
者
協
会
加
盟
の
３
０
０
社

　
現
在
、
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
西
側
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

跡
地
に
新
棟
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
竣
工
は
来
年
７

月
の
予
定
で
、
延
べ
床
面
積

は
約
１
万
２
千
㎡
（
地
下
２

階
、
地
上
４
階
）。
今
春
に

同
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
「
政
策

　
輝
か
し
い
成
果
を
あ
げ
た

学
生
に
贈
る
校
友
会
賞
は
第

11
回
目
を
迎
え
、
今
年
度
は

龍
谷
大
学
学
友
会
体
育
局
の

の
代
表
と
名
刺
交
換
を
さ
れ

た
と
聞
い
た
。
か
つ
て
な
か

っ
た
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。

　
創
立
３
７
２
年
の
日
本
最

学
部
」
が
開
設
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
主
に
政
策
学
部
の
教

室
棟
と
し
て
使
用
さ
れ
る
予

定
だ
。

　
一
方
、
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
96
年
（
平
成
８
）
に
開
設

さ
れ
た
「
国
際
文
化
学
部
」

の
深
草
移
転
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
も
と
も
と
京
都
市
は

世
界
に
冠
た
る
古
都
と
し

て
、
国
際
文
化
観
光
都
市
宣

言
を
し
て
い
る
。
世
界
各
地

域
の
文
化
や
言
語
、
歴
史
を

教
育
・
研
究
す
る
国
際
文
化

学
部
に
と
っ
て「
京
都
」は
、

剣
道
部
女
子
に
決
定
し
た
。

降
誕
会
の
５
月
21
日
、深
草
・

顕
真
館
で
町
田
徳
男
校
友
会

総
務
部
会
長
が
選
考
理
由
を

述
べ
、
校
友
会
長
か
ら
賞
金

と
賞
状
を
贈
呈
し
た
。

　
剣
道
部
女
子
は
、
昨
年
11

年
度
方
針
に
就
職
支
援 古

の
歴
史
を
誇
る
龍
谷
大
学

も
、
同
窓
会
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
ま
だ
そ
の
組
織
化
が
遅

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
今

年
中
に
支
部
の
設
立
を
目
指

し
て
、
福
井
県
・
石
川
県
の

校
友
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
。
ま
た
、
若
原
道
昭
前

学
長
の
ご
協
力
の
も
と
、
鳥

取
県
に
も
支
部
設
立
を
計
画

中
で
あ
る
。

　
就
職
問
題
の
み
な
ら
ず
、

大
学
全
体
の
レ
ベ
ル
向
上
と

社
会
的
評
価
の
ア
ッ
プ
に
向

け
た
支
援
の
輪
を
拡
大
す
る

た
め
に
、
地
元
在
住
の
卒
業

生
の
皆
さ
ん
の
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
ご
支
援
を
お

願
い
す
る
こ
と
で
、
母
校
の

発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
龍
谷
大
学
校
友
会
理
事
会

で
、
左
の
表
の
通
り
２
０
１

１
年
度
の
校
友
会
役
員
が
承

認
さ
れ
た
。
校
友
会
で
は
母

校
の
支
援
体
制
を
強
化
す
る

一
方
、
よ
り
充
実
し
た
同
窓

会
活
動
の
実
現
に
向
け
て
歩
み

を
進
め
て
い
る
。

　
今
回
、
新
し
く
加
わ
っ
た

も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
地
で

も
あ
る
。
さ
ら
に
深
草
キ
ャ

ン
パ
ス
を
拠
点
と
す
る
既
存

学
部
と
の
連
携
に
よ
り
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
向
け
て
よ
り
推

進
で
き
る
と
い
う
の
が
、
移

転
の
主
な
趣
旨
で
あ
る
。

　
国
際
文
化
学
部
の
深
草
移

転
の
目
途
が
立
つ
と
、
移
転

後
の
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は

新
た
な
学
部
開
設
が
必
要
と

な
る
。
現
時
点
で
は
自
然
科

学
系
の
新
学
部
構
想
も
検
討

さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
今

後
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。

　
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

の
バ
ラ
ッ
ク
・
ク
シ
ュ
ナ
ー

准
教
授
（
ア
ジ
ア
・
中
東
学

部
日
本
学
科
近
現
代
日
本

史
）
の
一
行
が
７
月
４
日
、

大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
と
龍
谷
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
れ
た
。

　
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
昨
年
秋
の
こ
と
。
薬
師

寺
執
事
長
の
村
上
太
胤
さ
ん

（
69
年
文
卒
・
校
友
会
副
会

長
）
が
大
英
博
物
館
と
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
講
演
し
た

際
、
１
８
７
９
年
（
明
治

12
）
竣
工
の
大
宮
本
館
と
、

今
春
開
設
の
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
を
紹
介
し
た
こ
と
に
よ

る
。

　
訪
れ
た
ク
シ
ュ
ナ
ー
准
教

授
と
水
鳥
真
美
セ
イ
ン
ズ
ベ

リ
ー
日
本
藝
術
研
究
所
統
括

所
長
は
、
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
宮
治
昭
館
長
、
入
澤
崇

副
館
長
と
意
見
交
換
を
し
た

あ
と
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

大
宮
本
館
を
見
学
し
た
。
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
龍
谷
大

学
は
共
に
有
数
の
歴
史
を
持

つ
大
学
で
あ
り
、
今
後
の
共

同
研
究
な
ど
の
可
能
性
に
つ

な
が
る
訪
問
と
な
っ
た
。

月
に
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
た

56
校
出
場
の
第
29
回
全
日
本

女
子
学
生
剣
道
大
会
を
勝
ち

抜
き
、
決
勝
戦
で
早
稲
田
大

学
に
僅
差
で
破
れ
た
も
の

の
、
見
事
に
準
優
勝
を
果
た

し
た
。
創
部
以
来
の
快
挙
で

も
あ
る
。

　
校
友
会
賞
受
賞
に
あ
た
っ

て
加
藤
翔
子
主
将
（
経
営
学

部
４
回
生
）
は
、「
今
年
度

は
さ
ら
に
上
位
を
目
指
し

て
、
皆
様
に
い
い
ご
報
告
が

で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

す
。応
援
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
、
大
勢
の
学
生
、
教
職
員

の
前
で
決
意
を
述
べ
た
。

（
4
面
に
関
連
記
事
）

校
友
会
賞
受
賞
の

剣
道
部
女
子
部
員

役
員
は
副
会
長
と
し
て
薬
師

寺
執
事
長
の
村
上
太
胤
さ
ん

と
税
理
士
の
松
本
鉄
平
さ

ん
、
さ
ら
に
監
事
と
し
て
弁

護
士
の
田
中
格
さ
ん
な
ど
。

　
こ
う
し
た
校
友
会
役
員

は
、
そ
れ
ぞ
れ
総
務
部
会
・

事
業
部
会
・
広
報
部
会
の
３

部
門
に
分
か
れ
て
、
校
友
会

事
業
を
推
進
し
、
新
規
事
業

の
開
拓
な
ど
、
活
性
化
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
る
。

会長 三村　峯男 1970 経営 三村共栄 取締役

副会長 村上　太胤 1969 文 薬師寺 執事長

副会長 湯口　　博 1969 経済 情報設計あさひ 代表

副会長 阪口 新太郎 1976 経営 大阪金属(株) 社長

副会長 坂元　八朗 1972 法

副会長 松本　鉄平 1994 理工 税理士

副会長 荒川 林太郎 1993 社 京都市社会福祉協議会

常任理事
広報部会長 米田　禎孝 1972 経営 Offi  ce Yoneda 代表

常任理事
総務部会長 町田　徳男 1980 法 京都商工会議所

常任理事
事業部会長 上橋　一義 1993 社 鹿島建設（株）

常任理事 杉　　宣正 1964 文

常任理事 菅原　正治 1970 経済 税理士

常任理事 水野　哲八 2002 理工 龍谷大学

常任理事 江口　浩一 2000 国際 三和研磨工業（株）

常任理事 樽井 　博 1971 経営 税理士

理事 武田　善宣 1988 文 教善寺

理事 野村　康治 1981 文 瑞松寺

理事 河本　明重 1967 経済 (株)アサンテ土地開発 代表

理事 赤堀　和雄 1969 経済 日本電設工業（株）

理事 寺本　英樹 1975 経営 東英産業（株） 社長

理事 山本　晃義 1980 法 京都府赤十字血液センター

理事 長野 加津雄 1985 法 京都市役所

理事 山本　雅敍 1973 法 山人測量 代表

理事 竹内　圭介 2002 院理工 滋賀医科大学

理事 森　　正和 1999 院理工 (学)龍谷大学 理工学部講師

理事 成宮　孝之 1993 社

理事 三木　孝志 1995 社 川村義肢（株）

理事 神先 明日香 2000 国際

理事 速水　政雄 2000 国際 滋賀ダイハツ販売（株）

監事 大西 耕太郎 1992 経営 公認会計士

監事 田中 　格 1997 経営 弁護士

　
龍
谷
大
学
校
友
会
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
マ
ー
ク
が
公
募
に
よ
っ
て
決
定

し
ま
し
た
。「
龍
」
と
「
Ｒ
」
を
一

体
化
し
た
国
際
感
覚
に
あ
ふ
れ
る

構
成
で
、
伝
統
あ
る
龍
谷
大
学
ら

し
い
色
調
で
す
。
使
用
規
定
に
従

っ
て
い
た
だ
き
、
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
校
友
会
事
務

局
ま
で
。

三
村
峯
男

校
友
会
会
長

深草キャンパスに新棟 来夏竣工へ建設進む

政策学部開設などで教室棟

古
都
に
ふ
さ
わ
し
い

研
究
教
育
を
目
指
し

国
際
文
化
学
部
（
瀬田
）
は
深
草
移
転
へ校

友
会
賞
に
剣
道
部
女
子

深草キャンパス西側の
旧テニスコート跡地に
建設中の新棟
（完成は2012年7月末）

新
棟
の
完
成
予
想
図

大
宮
本
館
前
で
、
中
央
が
ク
シ

ュ
ナ
ー
准
教
授
。
左
か
ら
2
人

目
が
村
上
執
事
長

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

研
究
者
が

龍
谷
大
学
を
訪
問

校
友
が
橋
渡
し

第11回
全日本学生大会で準Ｖ
創部以来の快挙 早稲田に惜敗

校
友
会
新
役
員

「龍」と「Ｒ」を一体化
使ってください 校友会オリジナルマーク
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故
郷
を
離
れ
て
京
都
で
暮

ら
す
新
入
生
に
少
し
で
も
大

学
や
同
窓
会
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
お
う
と
、
大
学
、
校

友
会
、親
和
会（
保
護
者
会
）

の
共
催
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と

タ
イ
ム
」
が
、
４
月
８
日
17

時
か
ら
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
4

号
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
往
復
す
る
バ
ス
も
用
意

さ
れ
①
北
海
道
・
東
北
②
関

東
・
中
部
③
北
陸
④
⑤
中
国

⑥
鳥
取
⑦
四
国
⑧
九
州
・
沖

縄
の
８
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ
け
、

　
在
学
生
の
就
職
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
校
友
会
は
、

龍
谷
大
学
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
支
援
オ
フ
ィ
ス
（
キ
ャ
リ

ア
開
発
部
）
の
要
請
に
応
え

て
講
師
の
校
友
３
人
を
推
薦

し
、６
月
18
日
午
後
か
ら「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
前
学
習

受
付
を
す
ま
せ
た
新
入
生
約

３
５
０
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
室
に
向
か
っ
た
。

　
こ
の
８
ブ
ロ
ッ
ク
の
教
室

に
は
校
友
会
役
員
10
人
と
教

職
員
24
人
が
、
出
身
地
に
近

い
地
域
に
入
っ
て
新
入
生
と

歓
談
。
学
生
た
ち
は
用
意
さ

れ
た
軽
食
と
ド
リ
ン
ク
を
口

に
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
自
己

紹
介
か
ら
始
ま
り
、
や
が
て

互
い
に
携
帯
番
号
や
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
交
換
し
あ
う
光

景
へ
と
移
っ
た
。

　
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
い

会
」
が
開
か
れ
た
。

　
パ
ネ
ラ
ー
の
校
友
は
奈
良

県
庁
地
域
振
興
部
部
長
の
田

中
敏
彦
さ
ん（
75
年
済
卒
）、

ナ
イ
ス
㈱
社
長
の
中
西
博
之

さ
ん
（
79
年
済
卒
）、
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
昨

年
の
龍
谷
奨
励
賞
を
受
賞
し

て
龍
谷
大
学
と
協
定
を
結
ん

だ
鳥
取
県
庁
か
ら
大
阪
本
部

長
ら
ス
タ
ッ
フ
４
人
が
参
加

し
、
卒
業
後
は
鳥
取
県
で
就

職
を
と
、
地
元
の
名
産
品
な

ど
を
用
意
し
て
呼
び
か
け
た
。

１
８
７
９
年
（
明

治
12
）
２
月
に
竣

工
し
た
大
宮
本
館
は
、
同
年

５
月
に
改
め
て
盛
大
な
落
慶

法
要
が
行
わ
れ
、
５
万
人
の

市
民
が
見
学
に
押
し
寄
せ
る

な
ど
大
評
判
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
聞
い
て
、
本
館

竣
工
の
翌
年
７
月
20
日
に
、

明
治
天
皇
ご
夫
妻
が
龍
谷
大

学
に
行
幸
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
行
幸
の
様
子
は
、
今

ま
で
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
詳
し
く

調
べ
て
見
る
と
、
当
初
の
予

定
は
、「
視
察
と
館
内
見
学
」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
最
近
ま
で

は
、非
公
式
に
い
わ
ゆ
る「
お

し
の
び
」
で
来
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
人
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
違
い
ま
し
た
。

実
際
の
様
子
は
以
下
で
紹
介

す
る
よ
う
に
半
年
以
上
も
前

か
ら
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、

完
全
な
公
式
訪
問
で
あ
っ
た

こ
と
が
詳
し
く
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　「
明
治
13
年
７
月
20
日
、

予
定
よ
り
も
早
く
午
後
２
時

　
当
時
の
旧
軍
隊
組
織
を
よ

く
見
る
と
軍
隊
の
最
小
単
位

は
一
個
分
隊
（
７
〜
８
名
編

成
）
で
、
そ
の
分
隊
が
３
〜

４
個
で
一
個
小
隊
、
そ
の
小

隊
が
３
〜
４
個
で
一
個
中
隊

で
す
か
ら
お
よ
そ
100
名
あ
ま

り
の
人
数
で
、
し
か
も
全
員

が
馬
に
乗
っ
た
騎
兵
で
あ
る

こ
と
や
、
他
の
随
行
者
は
馬

車
な
ど
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

考
え
て
、
二
列
縦
隊
と
し
て

300
〜
400
メ
ー
ト
ル
続
く
大
行

列
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま

す
。

　
こ
の
人
々
を
本
学
並
び
に

本
願
寺
が
接
遇
し
た
と
き
の

苦
労
は
、
準
備
も
含
め
ど
れ

ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
か
想

像
を
超
え
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　「
本
館
2
階
の
貴
賓
室
に

は
、
大
き
な
氷
柱
を
林
の
ご

と
く
立
て
葡
萄
酒
や
カ
ス
テ

イ
ラ
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・

フ
ル
ー
ツ
な
ど
を
従
卆
な
ど

に
も
饗
応
し
た
」
と
記
録
に

あ
り
ま
す
。

　
両
陛
下
は
、
西
欧
化
を
推

進
す
る
近
代
日
本
の
魁
と
な

っ
た
本
学
、
並
び
に
こ
れ
ら

諸
施
設
に
こ
と
の
ほ
か
満
足

さ
れ
た
こ
と
は
、
予
定
時
間

を
は
る
か
に
オ
ー
バ
ー
さ
れ

た
こ
と
か
ら
も
伺
え
ま
す
。

　
帰
還
さ
れ
た
後
、
龍
谷
大

学
と
本
願
寺
の
迎
賓
態
勢
な

ど
に
対
し
て
、
明
治
天
皇
は

そ
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
「
蜀

し
ょ
つ

江こ
う
に
し
き錦
」
を
３
巻
下
賜
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
蜀
江
錦
は
「
蜀し

ょ
っ
こ
う
も
ん

江
紋

・
金き

ん
ら
ん欄
」
と
も
呼
ば
れ
、
中

国
３
世
紀
初
め
の
三
国
志
で

有
名
な
「
蜀し

ょ
く

」
の
国
で
生
ま

れ
た
紋
様
に
、
金
糸
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
て
織
り
込
ま

れ
た
絹
織
物
で
す
。

　
こ
の
「
蜀
江
錦
」
は
精
密

に
復
元
さ
れ
、
現
在
、
大
宮

本
館
講
堂
の
天
井
を
飾
っ
て

い
ま
す
。

 

な
お
、
本
館
だ
け
で
は
な

く
北ほ

く
こ
う黌
（
北
側
校
舎
）・

南な
ん
こ
う黌
（
南
側
校
舎
）
お
よ
び

正
門
と
そ
の
門
扉
（
英
国
・

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
製
）・

旧
守
衛
所
・
渡
り
廊
下
ま
で

が
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
、

こ
れ
ら
全
体
で
重
要
文
化
財

建
築
群
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
天
皇
ご
夫
妻
の
行

幸
後
、
一
層
評
判
を
呼
ん

だ
大
宮
本
館
に
は
、
さ
ら

明
治
天
皇
の
行
幸

す
ぐ
友
達 

メ
ー
ル
交
換
も

よ
り
前
に
猛
暑
の
中
、
到
着

さ
れ
、
皇
族
・
大
臣
方
・
参

議
・
公
家
衆
・
侍
従
・
女
官

達
を
始
め
、
警
護
に
近
衛
騎

兵
一
個
中
隊
を
従
え
て
の
大

行
幸
と
な
り
、
午
後
６
時
を

過
ぎ
て
も
な
お
滞
在
さ
れ
て

い
た
」（『
明
如
上
人
伝
』
１

９
２
７
年
刊
）

に
多
く
の
人
々
が
押
し
寄

せ
、
京
都
・
書
林
風
月
堂

か
ら
「
京
都
名
勝
一
覧
図

会
」や「
洛
中
名
勝
方
位
図
」

な
ど
を
出
版
す
る
た
め
に

龍
谷
大
学
に
掲
載
許
可
を

申
し
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
重
要
文
化
財
建
築

群
の
校
舎
で
、
１
３
０
年

以
上
の
長
き
に
わ
た
り
普

通
に
毎
日
講
義
が
行
わ
れ

て
い
る
希
有
な
大
学
で
あ

る
こ
と
を
、
私
た
ち
校
友

は
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て

も
良
い
と
思
い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

龍
谷
大
学
校
友
会

事
務
局
＝ 

増
田
省
三

た
や
な
せ
な
な
さ
ん
（
99
年

文
卒
）
の
３
人
。「
私
に
と

っ
て
の
就
職
・
職
業
を
通
じ

て
考
え
る
人
生
〜
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
、
学

生
の
前
で
約
90
分
間
に
わ
た

っ
て
講
演
を
し
た
。

　
昨
年
の
遷
都
１
３
０
０
年

の
巨
大
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
推

進
し
た
田
中
さ
ん
、
大
リ
ー

ガ
ー
や
日
本
プ
ロ
野
球
選
手

の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を
受
注
製

作
す
る
中
西
さ
ん
、
そ
し
て

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

や
な
せ
さ
ん
と
い
う
異
業
種

で
活
躍
す
る
先
輩
の
話
を
直

接
聞
い
た
学
生
は
、「
目
標

に
向
か
っ
て
迷
わ
ず
進
む
。

迷
っ
て
い
た
が
先
輩
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
背
中
を
押
さ
れ
ま

し
た
」
と
、
力
強
い
就
職
支

援
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　
過
去
に
人
事
新
報
社
と
い

う
名
簿
会
社
か
ら
、
龍
谷
大

学
の
同
窓
会
名
簿
発
刊
の
広

告
が
校
友
宅
に
届
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
同
社
は
09
年
９

の
も
と
、
校
友
に
送
付
さ
れ

て
い
る
。

　
龍
谷
大
学
校
友
会
で
は
97

年
刊
の「
校
友
名
簿
第
６
版
」

以
後
、
名
簿
を
発
行
し
て
お

月
か
ら
３
ヶ
月
間
業
務
停
止

処
分
を
受
け
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
今
夏
、
ほ
ぼ
同
様
の
名

簿
発
刊
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
が
「
学
芸
出
版
㈱
」
の
名

ら
ず
、
今
回
の
学
芸
出
版
と

の
関
係
は
一
切
な
い
。

　
こ
の
名
簿
購
入
の
Ｄ
Ｍ
に

は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
い

た
だ
き
た
い
。

ご存知ですか
龍谷総合学園

　「龍谷総合学園」（理事長＝赤松徹眞龍谷大学学長）
とは、浄土真宗本願寺派（西本願寺）の系列の学校法
人によって構成され、大学・短大から幼稚園まで27学
園71校が加盟する日本最大の学校グループである。

 ■大学・短期大学

　　学園 　　　学校名 　　所在地

武蔵野女子学院 武蔵野大学 西東京市
聖徳学園 岐阜聖徳学園大学 岐阜市
龍谷大学 龍谷大学 京都市・大津市
京都女子学園 京都女子大学 京都市
相愛学園 相愛大学 大阪市
睦学園 兵庫大学 兵庫県加古川市
筑紫女学園 筑紫女学園大学 福岡県太宰府市
扇城学園 東九州短期大学 大分県中津市
佐賀龍谷学園 九州龍谷短期大学 佐賀県鳥栖市

■高等学校・中学校・小学校・幼稚園・保育園

　　学園 　　　学校名 　　所在地

旭川龍谷学園 旭川龍谷高等学校 北海道旭川市
札幌龍谷学園 札幌龍谷学園高等学校 北海道札幌市
北海道龍谷学園 双葉高等学校、双葉中学校 北海道小樽市
千代田女学園 千代田女学園高等学校、千代田女学園中学校 東京都千代田区
武蔵野女子学院 武蔵野女子学院高等学校、武蔵野女子学院中学校
 武蔵野大学附属幼稚園 東京都西東京市
平田学園 国府台女子学院高等部、国府台女子学院中学部
 国府台女子学院小学部 千葉県市川市
藤園学園 龍谷富山高等学校、藤園幼稚園、藤園南幼稚園 富山県富山市
清光学園 高岡龍谷高等学校、ひかり幼稚園 富山県高岡市
藤花学園 尾山台高等学校、藤花幼稚園 石川県金沢市
北陸学園 北陸高等学校、北陸中学校 福井県福井市
聖徳学園 岐阜聖徳学園大学附属高等学校、岐阜聖徳学園大学附属中学校
 岐阜聖徳学園大学附属小学校、岐阜聖徳学園大学附属幼稚園
 岐阜聖徳学園高等学校 岐阜市
京都女子学園 京都女子高等学校、京都女子中学校 
 京都女子大学附属小学校、京都幼稚園 京都市
平安学園 龍谷大学付属平安高等学校、龍谷大学付属平安中学校 京都市
相愛学園 相愛高等学校、相愛中学校 大阪市
成徳学園 神戸龍谷高等学校、神戸龍谷中学校 神戸市
睦学園 須磨ノ浦女子高等学校、神戸国際高等学校、神戸国際中学校
 兵庫大学附属須磨幼稚園、兵庫大学附属加古川幼稚園 神戸市
淳和学園 岡山龍谷高等学校 岡山県笠岡市
崇徳学園 崇徳高等学校、崇徳中学校 広島市
見真学園 広島音楽高等学校、見真幼稚園 広島市
進徳学園 進徳女子高等学校 広島市
鎮西敬愛学園 敬愛高等学校、敬愛中学校、敬愛小学校、敬愛幼稚園 福岡県北九州市
筑紫女学園 筑紫女学園高等学校、筑紫女学園中学校
 筑紫女学園大学短期大学部附属幼稚園 福岡市
扇城学園 東九州龍谷高等学校、東九州短期大学附属幼稚園 大分県中津市
佐賀龍谷学園 龍谷高等学校、龍谷中学校、九州龍谷短期大学付属龍谷幼稚園
 九州龍谷短期大学付属龍谷保育園 佐賀市
伊万里学園 敬徳高等学校 佐賀県伊万里市
パシフィック・ブディスト・アカデミー高等学校 ハワイ・ホノルル

龍谷総合学園　加盟校一覧（全国27学園・71校）

自己紹介する新入生。右奥はサポートの先輩学生

同郷の集い「ふるさとタイム」

新入生350人が参加

シリーズ
龍谷大学の
歴史再発見②

右
奥
か
ら
や
な
せ
さ
ん
・
中
西

さ
ん
・
田
中
さ
ん
。
左
は
司
会

進
行
の
築
地
達
郎
教
授

在
学
生
の
就
職
支
援
に

３
人
の
校
友
が
講
演

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
前
学
習
会
開
く

騎兵二列縦隊の大行列で大宮本館へ

〝おしのび〟ではなく
公式訪問だった

大宮正面横に建つ行幸記念の石碑

校
友
会
と
は
無
関
係
名
簿

学
芸
出
版
Ｄ
Ｍ
に
ご
用
心
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校友注目のサークル 剣道部女子

　
創
部
88
年
の
剣
道
部
の
中

に
あ
っ
て
、
女
子
部
員
が
昨

年
11
月
、
愛
知
県
春
日
井
市

で
開
催
さ
れ
た
第
45
回
全
日

本
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大

会
の
団
体
戦
で
準
優
勝
に
輝

い
た
。
こ
の
大
会
に
は
全
国

の
強
豪
56
校
が
参
加
し
、
５

人
の
選
手
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
戦
う
。
勝
ち
上
が
っ

た
龍
谷
大
学
は
決
勝
戦
で
早

稲
田
大
学
と
対
戦
し
、
５
対

４
で
惜
し
く
も
敗
退
し
て
準

優
勝
と
な
っ
た
。

　
龍
谷
大
学
剣
道
部
で
は
07

年
の
世
界
剣
道
大
会
で
田
中

武
志
さ
ん
（
98
年
法
卒
）
が

準
優
勝
し
て
い
る
が
、
男
女

共
に
団
体
戦
で
全
国
大
会
２

位
は
今
回
の
女
子
が
初
の
快

挙
で
あ
る
。

　
龍
大
剣
道
部
は
大
学
の
重

点
サ
ー
ク
ル
で
は
な
い
。
で

は
な
ぜ
、
い
き
な
り
全
日
本

２
位
な
の
か
を
増
田
祐
幸
監

督
と
村
穂
幸
司
コ
ー
チ
（
91

年
文
卒
）
に
た
ず
ね
た
。

　「
指
導
者
よ
り
、
や
っ
ぱ

り
選
手
の
気
持
で
す
ね
。
今

の
部
員
た
ち
は
私
が
言
う
前

に
自
ら
厳
し
い
練
習
を
課
し

て
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て

い
る
。
だ
か
ら
強
く
な
る
の

で
す
よ
」（
増
田
監
督
）。「
や

っ
ぱ
り
攻
め
の
気
持
が
大
切

で
す
。
西
日
本
の
大
会
で
は

３
位
で
し
た
が
、
下
井
綾
子

さ
ん
（
経
済
３
年
）
が
、
最

早稲田にあと1本
今年は頂点に

優
秀
選
手
に
。
女
子
部
員
は

13
人
で
す
が
、
少
数
精
鋭
で

す
」（
村
穂
コ
ー
チ
）

　
今
回
の
準
優
勝
で
祝
賀
会

が
昨
年
12
月
、
京
都
東
急
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
多
数
の

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
駆
け
つ
け
た
。

現
在
、
剣
道
部
に
は
卒
業
生

約
４
０
０
人
の
「
剣
龍
会
」

（
小
原
静
忍
会
長
＝
57
年
文

卒
）
が
あ
り
、
京
都
・
大
阪
・

九
州
・
関
東
の
４
支
部
が
活

動
し
て
い
る
。

　
ま
た
第
57
回
を
迎
え
る
全

日
本
仏
教
系
大
学
剣
道
大
会

が
８
月
28
日
、
京
都
市
武
道

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
12
大
学
が
参
加
。
と

く
に
今
大
会
は
龍
谷
大
学
が

幹
事
校
と
な
り
、
剣
龍
会
ス

タ
ッ
フ
が
す
べ
て
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
し
た
。

　
剣
道
部
女
子
は
、
今
年
度

に
入
っ
て
準
優
勝
メ
ン
バ
ー

の
加
藤
翔
子
主
将
（
経
済
４

年
）
を
含
め
て
３
人
が
残
る
。

も
ち
ろ
ん
秋
の
西
日
本
学
生

で
12
位
以
内
に
入
り
、
11
月

の
全
国
大
会
で
は
頂
点
を
目

指
す
。

　「
も
う
１
、２
年
す
れ
ば
、

こ
ん
な
も
の
で
は
す
ま
な
い

く
ら
い
強
く
な
る
。
ほ
ん
と

に
頼
も
し
い
選
手
ば
か
り
」

と
増
田
監
督
は
〝
快
挙
〞
を

信
じ
て
い
る
。
剣
龍
会
の
先

輩
た
ち
も
、
そ
の
日
を
首
を

長
く
し
て
待
っ
て
い
る
。

す
。「
普
通
の
会
社
」
で
は

利
益
を
出
し
て
持
続
的
な
成

長
は
望
め
な
い
と
い
う
の
が
、

今
の
時
代
で
す
ね
。

　
で
は
船
井
流
の
「
長
所
伸

展
法
」
と
は
何
か
。
ど
ん
な

素
晴
ら
し
い
会
社
で
も
、
長

短
両
方
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
短
所
の
是
正
は

そ
ん
な
に
甘
く
な
い
。
そ
こ

で
長
所
を
見
つ
け
、
長
所
を

徹
底
的
に
伸
ば
す
こ
と
に
よ

り
、
会
社
の
独
自
性
と
個
性

が
生
ま
れ
る
。
そ
の
個
性
を

支
持
し
て
く
れ
る
人
が
必
ず

い
ま
す
か
ら
、
彼
ら
が
強
力

な
顧
客
と
な
り
利
益
に
つ
な

が
る
の
だ
と
い
う
考
え
方
で

す
。

　
私
は
こ
の
船
井
流
の
長
所

伸
展
法
を
具
体
的
な
形
に
し

よ
う
と
、
40
周
年
を
機
に
手

が
け
た
の
が
「
グ
レ
ー
ト
カ

ン
パ
ニ
ー
大
賞
」
で
す
。
世

間
の
注
目
を
浴
び
て
い
な
く

て
も
、
数
字
以
外
も
含
め
て

素
晴
ら
し
い
会
社
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
会
社
を

当
社
が
勝
手
に
選
ん
で
賞
金

を
お
渡
し
す
る
の
が
、
こ
の

賞
で
す
。

　
マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
て

く
れ
て
、
そ
の
会
社
の
個
性

と
魅
力
に
光
が
あ
た
る
。
そ

し
て
、
新
た
な
活
力
が
会
社

と
社
員
に
生
ま
れ
ま
す
。
規

模
は
小
さ
く
て
も
、
突
出
し

た
個
性
が
話
題
と
な
る
会
社

に
注
目
し
、
受
賞
対
象
の
裾

野
を
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

┃
┃
海
外
進
出
は
？

　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
は
、
元
々
海
外
か
ら

の
輸
入
で
し
た
が
、
船
井
総

研
で
は
日
本
的
な
経
営
を
研

究
す
る
中
で
、
日
本
の
風
土

に
適
し
た
経
営
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
の
日
本
的
経
営

プ
ラ
ス
船
井
流
の
考
え
方
を
、

ま
ず
東
南
ア
ジ
ア
に
輸
出
し

た
い
と
考
え
、
韓
国
や
中
国
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
優
秀

な
留
学
生
を
採
用
し
、
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
社
で
は
上
司
で

は
な
い
人
間
が
新
入
社
員
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
メ
ン
タ
ー
制

度
を
採
用
し
て
い
て
、
私
の

メ
ン
テ
ィ
は
韓
国
人
の
社
員

で
す
。
彼
に
〝
船
井
流
〞
を

身
に
つ
け
て
も
ら
い
、
現
地

で
本
格
的
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
活
動
を
し
て
も
ら
う
│
│

41
年
目
か
ら
が
私
の
真
価
が

問
わ
れ
ま
す
。

　
　
　（
聞
き
手
＝
米
田
）

┃
┃
ご
出
身
は
？

　
長
崎
県
の
五
島
列
島
で
す
。

五
島
高
校
時
代
、
大
学
へ
進

学
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
高
３

の
と
き
、
京
都
の
鴨お

う
き沂
高
校

定
時
制
の
警
備
と
日
直
、
宿

直
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
見
つ
か

り
、
こ
れ
な
ら
学
費
と
生
活

費
が
稼
げ
る
、
で
は
京
都
へ

と
。
昼
は
龍
谷
大
学
、
夜
は

鴨
沂
高
校
へ
、
月
２
回
の
休

日
は
創
設
さ
れ
た
ば
か
り
の

龍
谷
大
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
・
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と

山
の
中
を
走
り
回
る
―
―
そ

ん
な
４
年
間
で
し
た
。

　
鴨
沂
高
定
時
制
の
バ
イ
ト

仲
間
に
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
。
大
学
院
で
弁
護
士

を
目
指
す
京
大
生
、
国
際
法

の
大
学
教
員
に
な
り
た
い
と

い
う
立
命
大
の
院
生
、
も
う

一
人
は
写
真
家
志
望
の
同
志

社
大
生
で
す
。
そ
ん
な
中
で
、

私
だ
け
が
将
来
の
目
標
が
あ

り
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
皆
、
自

分
の
個
性
を
意
識
し
な
が
ら
、

自
立
し
た
職
業
に
つ
こ
う
と

し
て
い
る
。
で
は
私
は
と
考

え
る
中
で
、
当
時
ま
っ
た
く

認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
経

営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
道
を

求
め
て
、
船
井
総
研
に
入
社

し
た
の
で
す
。

┃
┃
昨
年
が
40
周
年
で
す
ね
。

　
え
え
、
40
周
年
を
迎
え
て

４
代
目
の
社
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
ま
ず
創
業
者
の
船
井

幸
雄
が
提
唱
す
る
企
業
理
念

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
上
に

歴
代
社
長
が
新
た
な
理
念
を

の
っ
け
て
い
く
と
い
う
の
が
、

こ
れ
ま
で
の
当
社
の
歩
み
で

す
。
私
は
社
内
向
け
に
「
自

由
・
自
律
・
連
帯
」
と
い
う

テ
ー
マ
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　
当
社
は
１
９
８
８
年
（
昭

63
）
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

校友●Who's Who

高嶋　栄さ
ん

「
自
由
・
自
律
・
連
帯
」

㈱船井総合研究所代表取締役社長

全国大会準優勝の部員たち。右下端は増田監督、右上は村穂コーチ

1階のブックコーナー 大阪本社ビル（大阪市中央区）

船
井
総
研
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
法

高嶋栄（たかしま　さかえ）57年長崎県生まれ。80年
龍谷大学経営学部卒（経営学論の林　昭ゼミ）。同年４月、
㈱日本マーケティングセンター（現・㈱船井総合研究所）
入社。96年大阪経営指導本部長。98年取締役大阪経
営指導本部長、大阪本社経営コンサルタント部門の責任
者としてコンサルタント職の育成に努め、同社のコンサル
ティングフィールド拡大に貢献。03年取締役常務執行役
員。04年取締役専務執行役員、08年３月代表取締役副
社長、10年３月代表取締役社長に就任。著書に『自立
型社員はこうつくる』（同文舘出版）。

界
で
世
界
初
の
株
式
上
場
を

し
ま
し
た
。「
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
っ
て
怪
し
い
」
と
い
う

社
会
的
な
風
潮
を
払
拭
す
る

た
め
で
す
。
で
も
上
場
と
共

に
失
わ
れ
る
の
が
自
由
さ
で

す
。
私
は
「
世
界
で
一
番
自

由
な
上
場
会
社
に
す
る
」
と

宣
言
し
ま
し
た
。
プ
ロ
と
い

う
存
在
は
、
自
律
が
前
提
で

す
。
そ
の
自
律
し
た
プ
ロ
集

団
に
と
っ
て
は
、
や
っ
ぱ
り

ワ
ー
ク
フ
リ
ー
が
ベ
ス
ト
で

し
ょ
う
。
そ
の
自
律
を
軸
に

し
て
、
チ
ー
ム
が
連
帯
す
る

―
―
そ
れ
が
「
自
由
・
自
律
・

連
帯
」
で
す
。

┃
┃
新
た
な
取
り
組
み
は
？

　
昨
年
か
ら
「
明
日
の
グ
レ

ー
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
を
創
る
」

と
冠
し
た
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
も
と
も
と
船
井
総
研

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
思
想

は
、
ア
メ
リ
カ
流
の
「
短
所

是
正
法
」
で
は
な
く
、「
長

所
伸
展
法
」
で
し
た
。
問
題

点
を
発
見
、
分
析
し
て
是
正

す
る
だ
け
で
は
「
普
通
の
会

社
」
に
一
歩
近
づ
く
だ
け
で
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2011年度4月～8月〈校友会支部・校友会本部・大学〉行事報告

日・曜日 イベント内容 場所

4月1日（金）大学 学長就任式・入学式 深草キャンパス
4月2日（土）大学 入学式 瀬田キャンパス

4月4日（月）大学 龍谷ミュージアム　オープニング
レセプション 龍谷ミュージアム

4月8日（金）大学 新入生ふるさとタイム 深草
4月17日（日）和歌山・海南有田支部 総会・講演会・懇親会 湯浅市　かどや食堂
5月21日（土）大学 創立記念降誕会 深草　顕真館
5月21日（土）校友会本部 校友会賞授与式　女子剣道部 深草　顕真館
5月7日（土）奈良県支部 総会・講演会 奈良市　薬師寺まほろば会館
5月13日（金）寝屋川市役所支部（紫友会）総会・懇親会 大阪市　ホテルモントレラ・スール
5月14日（土）経済学部同窓会 定期総会 深草　21号館
5月14日（土）経営学部同窓会 定期総会 深草　21号館
5月22日（日）三重県支部 総会・懇親会 津市　プラザ洞津
5月26日（木）大分県支部 総会・講演会・懇親会 別府市　亀の井ホテル
5月28日（土）大阪・中央支部 総会・懇親会 大阪市　津村別院

5月28日（土）東京支部 総会・築地本願寺見学ツアー
・ミニコンサート・懇親会 東京都　築地別院

6月4日（土）高知県支部 総会・懇親会 高知市　サンライズホテル
6月4日（土）神奈川県支部 総会・講演会・懇親会 横浜市　ワークピア横浜
6月5日（日）愛知県支部 総会・講演会・懇親会 名古屋市　ウィンク愛知
6月7日（火）校友会本部 第１回広報部会 深草　校友会事務局会議室

6月8日（水）教誨師・篤志面接委員支部（桐友会） 総会・研修会・意見交換会 大阪市　津村別院

6月11日（土）校友会本部 福井県支部設立準備会・懇親会 福井市　パレスホテル
6月11日（土）大学・親和会 保護者懇談会・REC講座 福井市　パレスホテル
6月18日（土）広島県支部 総会・講演会・懇親会 福山市　ニューキャッスルホテル
6月25日（土）石川県支部設立準備会 準備会・懇親会 金沢市　ホテル日航金沢
6月25日（土）大学・親和会 保護者懇談会・REC講座 金沢市　ホテル日航金沢
6月25日（土）北海道支部 総会・懇親会 札幌市　東京ドームホテル札幌

7月2日（土）職業会計人グループ支部（RAS）
総会、公認会計士・税理士業務
説明会、研修会・懇親会 深草　2号館・4号館地下食堂

7月6日（水）校友会本部 第2回広報部会 深草　校友会事務局会議室
7月9日（土）矯正施設支部（ぎんなん会）総会・研究会・懇親会 龍谷大学矯正保護総合センター
7月9日（土）岐阜県支部 総会・講演会・懇親会 岐阜市・ホテルグランヴェール岐山
7月9日（土）山口県支部 総会・講演会・懇親会 岩国市　国際観光ホテル
7月9日（土）鹿児島県支部 総会・講演会・懇親会 鹿児島市　鹿児島別院
7月13日（水）和歌山県・海南有田支部 高校への出張講座 和歌山県立箕島高校
7月15日（金）和歌山県・海南有田支部 高校への出張講座 和歌山県立有田中央高校
7月20日（土）校友会本部 第１回総務部会 深草　校友会事務局会議室
7月23日（水）兵庫県・神明支部 総会・懇親会 西明石　ホテルキャッスルプラザ
7月30日
～31（日）（土）大阪・北大阪 茨木フェスティバル出店 茨木市役所前グランド

8月1日（月）兵庫県・丹篠支部 総会・懇親会 丹波市　喜作
8月19日（金）校友会本部 第1回常任理事会 深草　校友会事務局会議室
8月20日（土）大阪：中央支部 第2回　キッズ・サンガ工作教室 大阪市　北御堂
8月25日（木）校友会本部 第1回正副会長会 深草　校友会事務局会議室
8月26日（金）熊本県支部 総会・講演会・懇親会 熊本県八代市　八代キャッスルホテル

2011/8/29

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で
祝

電
を
打
ち
ま
す
。
受
付
は
、

校
友
会
事
務
局
ま
で
。

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
氏
名
　
　  

卒
年  

式
月
日

　
藤
井
彰
太
郎 

08 

営 

１-

23

   

𩵋
谷
　
直
樹 

05 

済 

２-

11

　
田
村
　
則
和 

00 

理 

２-

13

　
橋
本
　
貴
弘 

03 

営 

２-

13

♠
小
林
　
正
裕 

06 

済 

２-

26

♥
中
西
　
求
実 

06 

営

♠
高
橋
　
直
宏 

96 

法 

３-

26

♥
藤
岡
ち
か
子 

01 

社

♠
朝
倉
　
恵
昌 

09 

文 

３-

27

♥
芝
田
　
優
子 

09 

国

　
荻
野
　
将
生 

97 

文 

４-

23

　
大
道
　
雅
之 

00 

営 

４-

23

♠
藤
村
　
勇
樹 

06 

社 

４-

23

♥
吉
本
あ
ゆ
み 

06 

社

　
水
谷
　
路
香 

98 

文 

５-

１

♠
伊
東
　
剛
志 

09 

法 

５-

１

♥
南
口
　
沙
樹 

09 

法

♠
藤
富
　
孝
史 

07 

社 

５-

1

♥
西
村
真
由
美 

04 

社

　
翁
長
あ
か
ね 

00 

文 

５-

７

　
黒
崎
智
恵
美 

02 

文 

５-

７

♠
岡
田
　
晃
佳 

98 

営 

５-

14

♥
小
寺
　
裕
恵 

04 

社

　
植
田
　
有
美 

04 

済 

５-

14

♠
小
西
　
裕
之 

01 

済 

５-

22

♥
大
内
　
美
果 

01 

済

♠
澤
　
　
憲
正 

01 

理 

５-

22

♥
髙
井
　
美
希 

02 

短

　
中
本
　
亮
嘉 

02 

営 

５-

22

♠
松
本
　
智
之 

08 

文 

５-

28

♥
森
　
友
理
奈 

08 

文

　
安
田
　
智
恵 

08 

営 

６-

４

　
河
野
　
克
明 

99 

済 

６-

５

　
堀
場
あ
須
香 

04 

済 

６-

５

　
小
畑
真
由
華 

02 

社 

６-

11

　
東
堤
　
理
絵 

08 

文 

６-

11

　
土
田
　
実
侑 

05 

済 

６-

18

　
氏
家
　
美
樹 

99 

理 

７-

30

　
佐
谷
　
麻
衣 

08 

文 

７-

30

　
金
原
　
会
美 

05 

文 

８-

20

　
永
松
　
研
　 

08 

社 

８-

27

タ
ク
シ
ー
運
転
手
が

教
え
る
秘
密
の
京
都

矢
貫

　
隆
（
77
年
営
卒
）

　
龍
大
時
代
の
ア
ル
バ
イ
ト

で
京
都
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手

を
し
た
経
験
か
ら
、
実
際
に

タ
ク
シ
ー
を
運
転
し
て
原
稿

化
し
た
の
が
本
書
。「
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
は
絶
対
に
わ
か

ら
な
い
京
都
人
も
知
ら
な
い

京
都
の
路
地
裏
の
楽
し
み

方
」
と
、
タ
ク
シ
ー
業
界
の

秘
密
。「
気
鋭
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
が
京
都
で
タ
ク
シ
ー

運
転
手
に
」
が
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
。

Ｂ
６
判
２
２
４
頁
・
文
藝
春

秋
社・１
４
２
９
円
（
税
別
）

銭
の
弾
も
て
秀
吉
を

撃
て
〈
海
商
島
井
宗
室
〉

指
方
恭
一
郎
（
85
年
文
卒
）

　
昨
年
、
指さ

し
か
た方
（
本
名
＝
日

野
真
人
）
さ
ん
の
城
山
三
郎

経
済
大
賞
受
賞
作
が
本
書
。

「
わ
れ
ら
商
人
は
、
矢
玉
の

代
わ
り
に
銭
を
撃
つ
の
だ
。

秀
吉
が
武
で
攻
め
る
な
ら
、

わ
れ
ら
は
商
い
で
受
け
て
立

つ
」
と
、
戦
国
時
代
に
活
躍

し
た
島
井
宗
室
の
53
歳
か
ら

72
歳
ま
で
の
激
動
の
人
生
を

追
い
な
が
ら
、
日
本
・
琉
球
・

朝
鮮
・
明
を
か
け
巡
っ
た
博

多
商
人
の
壮
大
な
物
語
。

Ｂ
６
判
３
７
６
頁
・
ダ
イ
ヤ

新刊紹介
〈
大
学
時
代
は
？
〉

　
法
学
部
で
は
森
山
浩
江
先

生
の
ゼ
ミ
に
入
っ
て
、
主
に

民
法
の
勉
強
を
し
て
い
ま
し

た
。

　
課
外
活
動
は
軟
式
野
球
で

す
。
10
チ
ー
ム
ほ
ど
の
サ
ー

ク
ル
が
集
ま
っ
て
、
河
川
敷

藤富さんと西村さん 朝倉さんと優子さん

モ
ン
ド
社・１
６
０
０
円（
税
別
）

Ｐ
Ｎ
Ｆ
テ
ク
ニッ
ク

入
門

辻
　
亮
（
00
年
営
卒
）

　
Ｐ
Ｎ
Ｆ
と
は
神
経
の
仕
組

み
を
使
っ
て
的
確
に
、
効
率

よ
く
施
術
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
と
し
て
、

ア
ス
リ
ー
ト
や
ダ
ン
サ
ー
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
身
体
調
整

法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
目
的
が

本
書
。

Ｂ
６
判
２
１
４
頁
・
Ｂ
Ａ
Ｂ
ジ

ャ
パ
ン・１
６
０
０
円（
税
別
）

日
本
人
の
仏
教
観

野
々
村
智
剣
（
59
年
文
院
卒
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
の
市
民
向
け
仏
教
講
座

の
講
演
録
。
85
年
、
日
航
ジ

ャ
ン
ボ
機
墜
落
事
故
の
現
場

で
、
執
拗
な
ま
で
に
肉
親
の

遺
体
を
探
そ
う
と
す
る
日
本

人
。
交
通
事
故
な
ど
の
現
場

に
必
ず
花
を
供
え
る
日
本
人
。

な
ぜ
親
の
死
に
目
に
会
う
こ

と
が
子
の
使
命
な
の
か
―
―

宗
教
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
著

者
は
、
独
自
の
仏
教
民
俗
学

的
な
視
点
か
ら
、
す
る
ど
く

日
本
人
の
仏
教
観
の
根
源
に

せ
ま
る
。

Ａ
５
判
２
０
８
頁
・
探
究
社
・

１
５
０
０
円
（
税
込
）

矯
正
講
座
31
号

龍
谷
大
学
矯
正
・
保
護
課
程
委
員
会
編

　
龍
谷
大
学
の
矯
正
・
保
護

総
合
セ
ン
タ
ー
（
加
藤
博
史

セ
ン
タ
ー
長
）
の
活
動
報
告

や
、
同
セ
ン
タ
ー
の
関
係
者

に
よ
る
論
文
、
随
想
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
校
友
会

の
矯
正
教
化
支
部「
桐
友
会
」

の
巖
水
法
乗
さ
ん
（
72
年
法

卒
）
と
校
友
会
矯
正
施
設
支

部
「
ぎ
ん
な
ん
会
」
の
山
本

雄
一
さ
ん
（
94
年
法
卒
）
が
、

本
書
に
活
動
報
告
を
寄
せ
て

い
る
。

Ａ
５
判
１
３
８
頁
・
成
文
堂
・

１
５
０
０
円
（
税
別
）

合
掌
が
で
き
な
い

子
ど
も
た
ち

三
上
章
道
（
68
年
文
卒
）

　「
本
願
寺
新
報
」
の
編
集

長
を
20
年
に
つ
と
め
た
著
者

校　友
最前線

資
産
運
用
を
ア
ド
バ
イ
ス

で
リ
ー
グ
戦
を
し
ま
す
。
も

と
も
と
高
校
時
代
に
硬
式
野

球
部
に
所
属
し
て
い
て
、
三

塁
手
で
２
番
打
者
で
し
た
。

　
ア
ル
バ
イ
ト
は
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
。
こ
こ
で
の
経
験
が
今

の
仕
事
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
接
客
で
、

お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ

い
た
と
き
の
充
実
感
で
し
ょ

う
か
。
将
来
、
さ
ま
ざ
ま
な

お
客
さ
ま
に
対
し
て
、
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ

う
な
仕
事
に
つ
き
た
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

〈
資
産
運
用
の
助
言
を
〉

　
は
い
。
当
行
に
ご
預
金
を

い
た
だ
い
て
い
る
お
客
さ
ま

を
中
心
に
、
お
金
の
置
き
方

を
一
緒
に
考
え
て
い
く
と
い

う
の
が
、今
の
仕
事
内
容
で
す
。

　
ま
ず
預
金
の
色
分
け
シ
ー

ト
を
作
り
ま
す
。
①
生
活
費

な
ど
す
ぐ
に
必
要
な
資
金
②

将
来
的
に
使
う
予
定
が
あ
る

資
金
③
使
途
が
決
ま
っ
て
い

な
い
資
金
―
―
こ
の
３
つ
を

色
分
け
し
て
、
効
率
の
い
い

お
金
の
置
き
方
や
運
用
を
、

お
客
様
と
共
に
考
え
、
ア
ド

バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
内
容
は
投
資
信
託
、
保
険
、

債
券
、
外
貨
預
金
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
お
客
さ
ま
に

納
得
い
た
だ
い
て
、
最
後
は

「
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

　
超
円
高
や
欧
米
の
経
済
不

振
の
今
、
先
が
な
か
な
か
見

え
な
く
て
苦
労
し
ま
す
。
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
も
ま
だ
未
熟
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
誠
意
だ
け

は
人
に
負
け
な
い
よ
う
に
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
06
年
（
平
成
18
）
に
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
し
て
、
三
井
住
友
銀

行
へ
。1
ヶ
月
間
の
研
修
を
経
て
高
槻
市
の
支
店
に
配
属
さ
れ
た
あ
と
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資
格
を
取
得
し
て
、
大
阪
市
天
王

寺
駅
前
支
店
へ
。
顧
客
の
資
産
運
用
を
手
が
け
る
28
歳
。

森 

晃
一
さ
ん

天
王
寺
ブ
ロ
ッ
ク

資
産
運
用
グ
ル
ー
プ

が
、
合
掌
が
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
と
の
出
会
い
を
契
機

に
、
戦
後
の
日
本
社
会
が
戦

慄
す
べ
き
「
薄
縁
社
会
」
と

な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
追
い
、
そ

の
原
因
が
宗
教
心
の
喪
失
に

あ
る
こ
と
を
解
き
明
か
す
。

　
そ
し
て
新
た
に
現
出
し
た

「
原
発
問
題
」
に
も
、
同
根

の
原
因
が
あ
る
こ
と
を
洞
察

し
て
い
く
。

　
長
年
の
編
集
経
験
を
も
と

に
、
日
本
人
の
心
の
問
題
に

す
る
ど
く
迫
る
、
根
本
的
解

決
への
提
言
書
で
あ
る
。

Ｂ
６
判
１
４
４
頁
・
白
馬
社
・

１
２
０
０
円
（
税
別
）
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龍
谷
大
学
校
友
会
は
、
全

卒
業
生
で
成
り
立
つ
同
窓
会

組
織
で
あ
る
。

　
現
在
、
全
国
の
校
友
の
数

は
約
15
万
５
千
人
で
、
全
都

道
府
県
に
地
域
支
部
を
設
立

福
井
・
石
川
・
鳥
取
の
３
県
で

 
今
秋
か
ら
来
春
へ
新
支
部
設
立

法
学
部
同
窓
会

す
る
こ
と
が
、
校
友
会
の
大

き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
福
井
県
、

石
川
県
、
鳥
取
県
の
３
県
で

支
部
結
成
に
向
け
て
校
友
有

志
が
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
約
１
６
０
０
人
の
校
友
が

在
住
す
る
福
井
県
で
は
、
県

立
福
井
商
業
高
校
の
野
球
部

前
監
督
の
北
野
尚
文
さ
ん

（
68
年
済
卒
・
10
年
龍
谷
特

別
賞
）
ら
が
中
心
と
な
っ
て

　
今
春
３
月
に
定
年
退
職
さ

れ
た
先
生
（
専
任
）
が
た
は
、

以
下
の
通
り
で
す
。

〈
文
学
部
〉

　
大
田
利
生
教
授

〈
経
済
学
部
〉

　
岡
地
勝
二
教
授

〈
経
営
学
部
〉

　
本
田
英
夫
教
授

〈
理
工
学
部
〉

　
大
塚
尚
武
教
授

　
小
淵
洋
一教
授

　
宮
下
豊
勝
教
授

〈
社
会
学
部
〉

　
加
藤
　
剛
教
授

　
法
学
部
の
全
卒
業
生
を
対

象
に
し
た
「
第
６
回
合
同
同

窓
会
リ
ユニ
オ
ン
」
を
「
龍
谷

大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」

の
11
月
６
日
、
午
後
５
時
か

ら
京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

　「
海
外
キ
ャ
リ
ア
実
践
実

習
」
と
名
付
け
ら
れ
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
渡
米
し
た

龍
谷
大
学
理
工
学
部
の
学
生

た
ち
を
、
校
友
会
南
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
支
部
の
メ
ン
バ
ー

７
人
が
温
か
く
迎
え
、
会
食

を
共
に
し
て
交
流
し
た
。

６
月
11
日
、
福
井
市
内
で
設

立
準
備
会
を
開
催
し
た
。
ま

た
在
住
校
友
約
１
０
０
０
人

の
石
川
県
で
も
、
日
野
幹
丸

さ
ん
（
62
年
文
卒
）
ら
16
人

が
支
部
結
成
を
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
多
数
の
校
友
が
賛

同
し
、
６
月
25
日
に
金
沢
市

内
で
準
備
会
が
開
か
れ
た
。

な
お
、
設
立
総
会
は
石
川
県

で
は
金
沢
市
で
９
月
19
日
、

福
井
県
で
は
福
井
市
で
９
月

24
日
に
開
催
。

　
一
方
、
山
陰
で
も
支
部
を

と
い
う
声
が
挙
が
り
、
大
学

と
校
友
会
、
親
和
会
（
保
護

者
会
）
の
３
者
が
協
力
し
て
、

ま
ず
は
若
原
道
昭
前
学
長
の

出
身
地
で
あ
る
鳥
取
県
で
、

若
原
前
学
長
の
協
力
を
得
て
、

来
年
２
月
設
立
を
目
途
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
北
陸
・
山
陰
３
県
の
支

部
設
立
総
会
で
は
過
去
８
回
、

大
学
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
連
続
金

賞
に
輝
く
龍
谷
大
学
吹
奏
楽

部
の
地
方
演
奏
会
が
開
か
れ
る
。

　
該
当
県
に
在
住
の
校
友
は
、

ぜ
ひ
と
も
支
部
設
立
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
支

部
活
動
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

福井県支部設立準備会で挨拶する北野尚文さん（中央）

石川県支部設立準備会に集まった校友

〈
国
際
文
化
学
部
〉

　
松
原
廣
志
教
授

〈
法
務
研
究
科
〉

　
森

　
英
樹
教
授

　
萬
井
隆
令
教
授

　
　
　
＊

　
　
　
＊

　
こ
う
し
た
中
で
３
月
26
日

に
岡
地
勝
二
教
授
、
４
月
23

日
に
萬
井
隆
令
教
授
の
定
年

退
職
記
念
祝
賀
会
が
、
多
数

の
卒
業
生
と
学
生
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
た
。

若
原
前
学
長
退
職
記
念
の
会

　
ま
た
、
若
原
道
昭
前
学
長

の
労
を
ね
ぎ
ら
う
会
が
７
月

28
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京
都

で
、
約
250
人
の
教
職
員
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　
若
原
前
学
長
は
07
年
（
平

19
）
４
月
に
学
長
に
就
任
し
、

龍
谷
大
学
の
発
展
の
た
め
に

数
々
の
大
事
業
を
成
し
遂
げ

た
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
09

年
春
の
龍
谷
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
「
と
も
い
き
荘
」
の
開

設
や
、
創
立
370
周
年
記
念
事

業
。
そ
の
中
で
も
っ
と
も
際
だ

っ
た
の
が
「
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
と
「
政
策
学
部
」
の
開

設
で
あ
ろ
う
。

　
落
語
家
の
林
家
染
二
さ
ん

（
85
年
法
卒
）
の
独
演
会
が

10
月
16
日
に
東
京
・
紀
尾
井

小
ホ
ー
ル
（
14
時
開
演
）、

10
月
29
日
に
大
阪
・
御
堂
会

館
（
南
御
堂
18
時
開
演
）
で

開
催
さ
れ
る
。
お
問
い
合
わ

せ
は
㈱
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｊ
Ｉ
☎

０
６ 
・
６
３
５
５ 

・ 

４
６
４
９

今
春
、定
年
退
職
の
先
生
が
た

保
護
司
の
皆
さ
ん
へ

共
に「
交
流
の
場
」で

　龍谷大学矯正・保護総合センターでは、龍谷大学卒業生
の保護司の皆さんのために「交流の場」を設けたいと考えて
います。この「交流の場」は、講師を招いての講演会や研
修会を通じて、意見交換をしていただく場として提供したいと
考えています。将来的には校友会職域支部の一つとして、保
護司の皆さんの会として開設を目指しています。
　ご興味、ご関心のある龍谷大学にご縁のある保護司の皆さ
んからの情報を、下記までお寄せ下さい。
〈情報提供先〉龍谷大学矯正・保護総合センター
事務部（担当＝吉

よし

貞
さだ

）〒612-8577京都市伏見区深草塚本町
67・至心館１階。Tel=075-645-2040。Fax=075-645-2632。
E-mail=kyosei-hogo＠ad.ryukoku.ac.jp　
　※Fax・E-mailご利用の場合は、お名前・ご住所・ご連絡
先電話番号を明記いただきますよう、お願い申し上げます。

林
家
染
二
さ
ん
10
月
に

東
京
と
大
阪
で
独
演
会

款 項　科目 予 算 額① 決算額② 差異額（② - ①）
Ⅰ．収入の部

1
会費 184,020,000 176,720,000 △ 7,300,000
　1　会費 138,210,000 130,950,000 △ 7,260,000
　2　予納金 45,810,000 45,770,000 △ 40,000

2 寄付金 1,000 0 △ 1,000
3 広告料収入 30,000 100,000 70,000
4 提携カード収入 150,000 148,820 △ 1,180
5 雑収入 50,000 0 △ 50,000
6 その他の収入 0 173,826 173,826
当年度収入合計 (A) 184,251,000 177,142,646 △ 7,108,354
前年度繰越金 42,689,279 42,689,279 0
収入合計（B) 226,940,279 219,831,925 △ 7,108,354
Ⅱ．支出の部
1 事業費 176,330,000 152,220,005 △ 24,109,995
2 運営費 14,900,000 8,600,417 △ 6,299,583
3 施設設備費 350,000 0 △ 350,000
4 積立金 21,427,644 21,113,826 △ 313,818
5 予備費 13,932,635 0 △ 13,932,635
当年度支出合計（C) 226,940,279 181,934,248 △ 45,006,031
当年度収支差額（A) －（C) △ 42,689,279 △ 4,791,602 37,897,677
次年度繰越金（B) －（C) 0 37,897,677 37,897,677

※　予算表は、龍谷大学会計基準に準じて作成しました。

（単位：円）
2010年度 龍谷大学校友会決算 龍谷大学校友会「校友会報広告掲載規定」

《掲載原稿》
①原稿の様式＝完全原稿にて事務局まで送付。
　または、メールにてデーターで送付。
②締め切り＝校友会報３月号発行では１月31
　日締め切り。校友会報10月号発行では７月
　31日締め切り。
《広告掲載規定》
　龍谷大学校友会の信頼と品位を損なう表
現・内容を含む広告は掲載しない。一面には
掲載しない。広告内容に関する一切の責任は
広告主が負うものとする。
《広告料》
　掲載総スペース：全２段×２頁分をMAX
とする。掲載料金：全２段１/４　45,000円。
原則として全２段150,000円。
※詳細の問い合わせは龍谷大学校友会事務
局まで。

海外インターンシップで
渡米の学生と交流会

校友会・南カリフォルニア支部

　
龍
谷
大
学
理
工
学
部
で
は
、

「
社
会
的
自
立
に
つ
な
が
る
実

践
的
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
」が
、文
部
科
学
省
の「
大

学
生
の
就
業
力
育
成
支
援
事

業
」に
採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

第
一
陣
の
学
生
８
人
が
８
月

６
日
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に

到
着
し
、
約
２
週
間
に
わ
た

り
数
々
の
研
修
を
行
っ
た
。

　
最
初
に
、
日
系
広
告
代
理

店
社
長
や
南
加
日
系
商
工
会

議
所
々
員
の
講
演
を
聞
く
な

ど
、
海
外
で
の
勤
務
の
実
情

を
学
び
、
実
際
に
現
地
企
業

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

備
え
た
。

　
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
支
部

会
員
と
の
交
流
は
、
そ
の
途

中
の
８
月
13
日
に
理
工
学
部

長
の
大
柳
満
之
教
授
と
学
部

長
補
佐
の
塩
見
洋
一
・
木
村

睦
両
教
授
も
参
加
し
て
、
ロ

ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
で
行
わ
れ
た
。

会
員
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
当
地
に
き
た
の
か
や
、

渡
米
し
て
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス

の
苦
労
話
や
成
功
談
を
、
わ

か
り
や
す
く
話
す
こ
と
で
、

学
生
た
ち
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
実
感
。

会
員
た
ち
は
、
学
生
た
ち
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
し
て
い

る
分
野
を
耳
に
し
、
龍
谷
大

学
で
も
、
そ
の
よ
う
な
先
端

技
術
が
学
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
と
び
っ
く
り
。「
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
働
く
こ
と

に
な
れ
ば
、
ぜ
ひ
私
た
ち
の

支
部
の
会
員
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
中
垣
紘
道
支
部
長
が

メ
ッ
セ
ー
ジ
し
た
。
な
お
、

第
二
陣
の
実
習
は
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
で
行
わ
れ
た
。

校
友
会
員
と
学
生
の
交
流
会

全
員
で
記
念
撮
影

合
同
同
窓
会「
リ
ユニオ
ン
」

同
窓
会
設
立

40
周
年
記
念
事
業

11
月
６
日(

日)

17
時
か
ら

京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
で

（
河
原
町
三
条
上
ル
）
で
開
催

い
た
し
ま
す
。
会
費
１
人

１
０
０
０
円
。
お
気
軽
に
ご
参

加
下
さ
い
。

（
詳
細
は
法
学
部
同
窓
会
の
ホ

ー
ムペ
ー
ジ
参
照
）

　
法
学
部
同
窓
会
で
は
来
年
、

設
立
40
周
年
を
迎
え
、
以
下

の
よ
う
な
記
念
事
業
を
行
い

ま
す
。（
詳
細
は
次
回
の
校

友
会
報
と
Ｈ
．Ｐ
．で
）

〈
第
１
部
〉
宝
塚
大
劇
場
で

の
観
劇
会
。

〈
第
２
部
〉
宝
塚
ホ
テ
ル
で

の
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

収
入
の
部

款 項 科    目 2011年度予算額
1 会費 186,120,000 

1 会費 139,020,000 
2 入会予納金 47,100,000 

2 寄付金 1,000 
3 広告料収入 100,000 
4 提携カード収入 150,000 
5 雑収入 50,000 
6 龍谷ミュージアム寄付（各同窓会） 10,000,000 
7 事業拡大積立金取崩収入 10,000,000 
8 校友会名簿発行積立金取崩収入 14,302,701 
9 前年度繰越金 37,897,677 

合      計 258,621,378 

支
出
の
部

款 項 科    目 予算額①
1 事業費 178,330,000 
2 運営費 15,400,000 
3 施設設備費 350,000 
4 新同窓会（政策学部）預かり金 2,650,000 
5 積立金 35,416,527 
6 予備費 26,474,851 

合      計 258,621,378 
※　予算表は、龍谷大学会計基準に準じて作成しました。

2011年度　龍谷大学校友会　予算
（2011.4.1 ～ 2012.3.31 ※単位：円）
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南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
支
部

で
は
２
月
16
日
、
ロ
ス
ア
ン

ゼ
ル
ス
の
海
鮮
酒
家
海
皇
で

総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

協
議
に
入
る
前
、
ご
往
生
さ

れ
た
毛
利
正
寄
さ
ん
（
46
年

文
卒
）
と
杉
山
龍
法
さ
ん

（
52
年
文
卒
）
を
偲
ん
で
念

仏
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
龍

谷
大
学
の
学
歌
を
斉
唱
し
て

総
会
に
入
り
ま
し
た
。
最
初

に
昨
年
10
月
の
校
友
会
全
国

支
部
長
会
と
龍
谷
in
熊
本
参

加
の
報
告
、
三
村
峯
男
校
友

会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
の

あ
と
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

支
部
の
決
算
報
告
や
今
年
度

の
事
業
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
柳
満
之
理
工
学

部
長
か
ら
理
工
学
部
学
生
十

数
名
が
研
修
で
ロ
ス
ア
ン
ゼ

ル
ス
を
訪
問
す
る
た
め
、
当

支
部
会
員
と
の
交
流
会
を
開

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

支
部
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

で
総
会
開
催

寝
屋
川
市
役
所
支
部

「
紫
友
会
」

総
会
を
開
催

職
業
会
計
人
グ
ル
ー
プ

総
会
と
現
役
学
生
向
け

の
研
修
会
を
開
催

大
阪
・
北
大
阪
支
部

西
本
願
寺
参
拝
と

夏
に
模
擬
店

　
５
月
13
日
、
ホ
テ
ル
モ
ン

ト
レ
ラ
・
ス
ー
ル
大
阪
で
今

年
度
の
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
10
年
度
の
事
業
・
決
算
・

監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
11
年

度
の
予
算
・
事
業
を
審
議
の

あ
と
、
越
前
谷
宏
文
学
部
長

が
、
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開

設
の
報
告
や
大
学
の
第
５
次

長
期
計
画
の
内
容
説
明
を
行

い
、
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新

棟
建
設
や
、
国
際
文
化
学
部

の
深
草
移
転
計
画
に
伴
う
新

学
部
構
想
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

寝
屋
川
市
役
所
支
部
で
は
今

春
、
４
人
の
新
入
会
員
が
加

わ
っ
た
。
ま
た
、
紫
友
会
の

メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
市
の
教

育
部
長
と
保
健
福
祉
部
長
が

誕
生
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

　
昨
年
末
、
近
畿
税
理
士
会

の
会
員
研
修
に
認
定
さ
れ
た

龍
谷
大
学
職
業
会
計
人
グ
ル

ー
プ
（
Ｒ
Ａ
Ｓ
）
の
総
会
、

研
修
会
が
７
月
２
日
、
深
草

キ
ャ
ン
パ
ス
21
号
館
で
開
催

さ
れ
た
。

　
14
時
か
ら
森
勝
治
法
学
部

教
授
に
よ
る
講
演
会
「
推
計

課
税
の
現
代
的
課
題
」
近
畿

税
理
士
会
の
「
研
修
規
則
」

の
36
時
間
研
修
に
該
当
）
が

開
催
さ
れ
、
Ｒ
Ａ
Ｓ
の
総
会

に
移
っ
た
。

　
終
了
後
、
後
輩
学
生
の
た

め
の
「
税
理
士
・
公
認
会
計

士
業
務
説
明
会
」
を
開
催
。

桑
原
知
之
さ
ん（
86
年
営
卒
）

が
「
公
認
会
計
士
試
験
・
税

理
士
試
験
の
学
習
方
法
」
を
、

松
本
鉄
平
さ
ん
（
94
年
理
工

卒
）
が
「
税
理
士
業
務
」
を
、

大
西
耕
太
郎
さ
ん
（
95
年
営

卒
）が「
公
認
会
計
士
業
務
」

を
学
生
た
ち
に
説
明
し
た
。

　
最
後
は
Ｒ
Ａ
Ｓ
会
員
と
学

生
た
ち
の
懇
親
会
が
４
号
館

地
下
食
堂
で
開
催
さ
れ
、
参

加
学
生
た
ち
は
直
接
、
先
輩

と
話
す
こ
と
で
、
税
理
士
や

公
認
会
計
士
へ
の
道
の
り
を

た
し
か
め
た
。

講
演
す
る
大
西
公
認
会
計
士

き
た
い
の
で
、
当
地
の
卒
業

生
の
活
動
と
歴
史
を
学
び
た

い
と
い
う
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
（
＝
６
面
に
記
事
）。

（
中
垣
紘
道
支
部
長
）

　
昨
年
10
月
に
設
立
さ
れ
た

大
阪
・
北
大
阪
支
部
（
池
田
・

茨
木
・
高
槻
・
三
島
・
豊
能
・

箕
面
地
域
）
の
メ
ン
バ
ー
が
、

５
月
21
日
の
西
本
願
寺
降
誕

会
に
参
拝
し
た
。
今
年
は
親

鸞
聖
人
の
７
５
０
回
大
遠
忌

の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
る
。

ま
ず
御
影
堂
に
参
拝
し
た
あ

と
、
日
本
最
大
の
南
能
舞
台

（
重
文
）
で
祝
賀
能
・
狂
言

を
鑑
賞
し
た
あ
と
、
国
宝
の

　
第
８
回
を
迎
え
る
大
阪
・

中
央
支
部
総
会
を
５
月
28
日

（
土
）、
校
友
家
族
を
含
む
70

余
名
の
参
加
に
て
大
阪
市
の

津
村
別
院
で
行
っ
た
。
冒
頭
、

前
年
度
事
業
・
決
算
報
告
、

今
年
度
事
業
案
及
び
予
算
案

を
承
認
。
続
い
て
池
田
勉
副

学
長
の
大
学
の
近
況
報
告
を

聞
き
、
支
部
初
企
画
と
し
て

校
友
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

し
、
㈱
三
共
鉄
工
所
の
坂
本

晋
一
社
長
（
82
年
営
卒
）
に

よ
る
「
出
会
い
の
ご
縁
に
感

謝
」
を
聴
講
し
た
。

　
親
睦
会
で
は
校
友
会
坂
元

八
朗
副
会
長
の
挨
拶
、
各
支

部
か
ら
の
来
賓
紹
介
、
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
紫
松
会
の
丸
山
竹

司
会
長
（
76
年
法
卒
）
の
乾

　
東
京
支
部
は
５
月
28
日

（
土
）
総
会
を
築
地
本
願
寺

講
堂
で
開
催
、
去
年
同
様
、

若
い
家
族
連
れ
を
含
め
60
名

余
り
が
参
加
し
た
。
西
來
武

　
６
月
４
日
に
神
奈
川
県
支

部
の
総
会
・
講
演
会
・
懇
親

会
を
、
横
浜
市
中
区
山
下
公

園
近
く
の
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜

で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に

は
来
賓
と
し
て
龍
谷
大
学
よ

　
山
口
県
支
部
総
会
が
７
月

９
日
、
岩
国
国
際
観
光
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
ず
、

　
６
月
５
日
、
14
時
よ
り
愛

知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
の

「
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
」
を
会

場
に
、
愛
知
県
支
部
の
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。
続
い
て
講

演
会
に
移
り
、
佐
藤
研
司
副

学
長
が
、「
混
乱
す
る
日
本

経
済
の
建
て
直
し
」
と
題
し

て
講
演
し
、
会
員
は
熱
心
に

聴
講
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
を
変
え
て

　
鹿
児
島
県
支
部
の
総
会
と

講
演
会
が
７
月
９
日
、
鹿
児

島
別
院
で
開
催
さ
れ
た
。

　
講
演
会
の
講
師
は
法
学
部

の
河
合
美
香
准
教
授
で
、
マ

ラ
ソ
ン
の
小
出
義
雄
監
督
の

指
導
を
受
け
た
有
森
裕
子
選

手
の
１
年
後
輩
に
あ
た
る
。

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
食
生

活
と
競
技
結
果
の
関
係
に
つ

い
て
が
主
な
研
究
分
野
で
、

ア
ス
リ
ー
ト
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

北大阪支部の降誕会参拝▶
▼納涼祭での模擬店

地
域
支
部
の
集
い

職
域
支
部
の
集
い

飛
雲
閣
で
の
献
茶
を
楽
し
ん

だ
。

　
ま
た
、
同
支
部
で
は
４
月

23
日
に
第
１
回
支
部
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
行
い
、
７
月
30
〜

31
日
に
は
茨
木
市
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
納
涼
祭
）
に
模

擬
店
を
出
店
し
、
北
大
阪
支

部
の
存
在
を
市
民
に
ア
ッ
ピ

ー
ル
し
た
。
な
お
、
第
２
回

目
の
支
部
総
会
は
10
月
２
日
、

茨
木
市
役
所
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

で
開
催
。

大
阪
・
中
央
支
部

総
会
と
校
友
の
講
演
会

現
役
学
生
８
人
を
招
待

東
京
支
部
総
会
後
に

築
地
本
願
寺
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
演
奏
会

神
奈
川
県
支
部
総
会

講
演
会
「
世
界
を
１
㎜

動
か
す
た
め
に
」

山
口
県
支
部
総
会

と
講
演
会
「
葬
儀
の

現
状
と
課
題
」

愛
知
県
支
部
総
会
と

講
演
会
。
若
い
校
友

も
積
極
的
に
参
加

鹿
児
島
県
支
部
総
会
と

講
演
会
「
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
地
域
貢
献
」

杯
に
よ
り
親
睦
会
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
今
回
は
現
役
学
生

と
の
接
点
を
設
け
、
８
名
の

学
生
を
招
待
し
交
流
・
情
報

交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
数
々
の
予
定

を
こ
な
し
、
逍
遙
の
歌
及
び

学
歌
を
絶
唱
し
、
盛
会
の
う

ち
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

（
山
﨑
支
部
長
記
）

治
支
部
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

三
村
峯
男
校
友
会
会
長
、
大

柳
満
之
・
理
工
学
部
長
か
ら

ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
議

事
で
は
前
年
度
事
業
報
告
・

決
算
と
、
今
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
後
、
普
段
は
見
ら
れ

な
い
箇
所
も
含
め
、
西
光
義

秀
理
事
の
解
説
で
築
地
本
願

寺
の
建
築
の
特
長
を
見
学
。

　
ま
た
、
本
堂
で
築
地
本
願

寺
の
副
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
、
小

島
弥
寧
子
さ
ん
に
よ
る
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
で
学
歌
や

バ
ッ
ハ
、
龍
大
出
身
の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
で
故
・
加
藤
和

彦
さ
ん
の
「
あ
の
素
晴
ら
し

い
愛
を
も
う
一
度
」
の
調
べ

を
堪
能
。
記
念
撮
影
の
後
、

懇
親
会
。
築
地
本
願
寺
の
不

二
川
公
勝
ご
輪
番
か
ら
ご
挨

拶
も
い
た
だ
き
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
懇
談
に
花
が
咲
い

た
。
最
後
は
小
寺
卓
史
さ
ん

の
逍
遙
歌
の
前
口
上
で
締
め

と
な
っ
た
。

（
理
事
・
谷
口
幸
璽
）

り
佐
藤
研
司
副
学
長
、
校
友

会
よ
り
副
会
長
の
村
上
太た

い

胤い
ん

薬
師
寺
執
事
長
、
校
友
会
大

阪
中
央
支
部
か
ら
山
﨑
一
夫

支
部
長
、
東
京
支
部
か
ら
３

名
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
の
終
了
後
、
佐
藤
副

学
長
か
ら
龍
谷
大
学
の
現
況

及
び
大
学
経
営
の
現
状
・
課

題
を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
、

質
疑
応
答
に
入
っ
て
校
友
会

員
の
熱
い
意
見
が
多
く
飛
び

交
い
ま
し
た
。

　
講
演
会
に
入
り
、
４
月
に

行
わ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
で
、

茅
ケ
崎
市
議
会
議
員
に
当
選

さ
れ
た
神
奈
川
県
支
部
理
事

の
長
谷
川
由
美
さ
ん
の
講
演

会
「
選
挙
に
ま
つ
わ
る
四
方

山
話
『
世
界
を
１
㎜
動
か
す

た
め
に
』」
を
開
催
。
在
学

中
か
ら
選
挙
に
か
か
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
長
谷
川
さ
ん
に
、

私
た
ち
が
日
常
で
は
触
れ
る

こ
と
が
な
い
選
挙
活
動
や
議

員
の
日
頃
の
活
動
な
ど
を
、

楽
し
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
会
終
了
後
は
部

屋
を
移
動
し
、
懇
親
会
の
ス

タ
ー
ト
。
懇
親
会
か
ら
参
加

の
校
友
を
交
え
て
大
い
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

（
支
部
・
岡
聰
志
理
事
）

鈴
木
眞
澄
法
学
部
長
が
龍
谷

大
学
の
第
５
次
長
期
計
画
の

概
要
を
説
明
。
さ
ら
に
深
草

キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
貌
ぶ
り
や

新
学
部
構
想
、
法
科
大
学
院

に
つ
い
て
言
及
し
、
大
学
と

校
友
会
が
互
い
に
協
力
し
合

う
必
要
性
を
強
調
。
校
友
会

か
ら
湯
口
博
副
会
長
が
出
席

し
た
。

　
総
会
で
は
昨
年
度
の
事

業
・
決
算
報
告
に
続
い
て
今

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案

が
審
議
さ
れ
た
。
総
会
後
は

武
田
晋
文
学
部
教
授
が
「
葬

儀
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い

て
１
時
間
に
わ
た
っ
て
講
演
。

大
手
ス
ー
パ
ー
の
葬
儀
参
入

や
、
宗
教
を
伴
わ
な
い
〝
直

葬
〞
な
ど
が
話
題
と
な
っ
て

い
る
今
、
参
加
者
は
熱
心
に

聴
講
し
た
。

　
な
お
、
次
年
度
の
総
会
は
、

周
南
ブ
ロ
ッ
ク
の
徳
山
市
で

開
催
予
定
。

懇
親
会
を
開
催
。
愛
知
県
支

部
で
は
一
人
で
も
多
く
の
若

い
校
友
の
活
動
参
加
を
、
役

員
が
中
心
に
な
っ
て
呼
び
か

け
て
い
る
。
そ
の
努
力
が

徐
々
に
あ
ら
わ
れ
、
20
〜
30

代
の
校
友
の
姿
が
目
立
っ
た
。

プ
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

話
題
も
と
り
ま
ぜ
、「
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
と
地
域
貢
献
〜

競
技
者
と
し
て
の
歩
み
か
ら

〜
」
と
題
し
て
講
演
。
支
部

会
員
だ
け
で
な
く
、
一
般
市

民
も
多
数
聴
講
し
た
。
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　「
は
な
」
の
店
主
・
呉お

孝ひ
よ

さ

ん
は
法
学
部
の
本
間
靖
規
教

授
の
ゼ
ミ
生
で
、
89
年
に
卒

業
。
在
学
中
か
ら
司
法
試
験

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
が
、
断

念
し
て
料
理
人
の
世
界
へ
。

大
阪
の
有
名
割
烹
料
理
店
で

修
行
し
て
い
る
と
き
、
近
く

の
イ
タ
リ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
で

　
ま
ず
、
東
日
本
大
震
災
で

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
か
た
が

た
に
対
し
て
慎
ん
で
お
悔
や

み
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
１

日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
当
寺
で
も
い
ち

早
く
参
拝
者
に
義
援
金
の
呼

び
か
け
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

一人
の
仏
教
者
と
し
て
、
被
災

さ
れ
た
人
々
の
苦
悩
は
、
ど

れ
ほ
ど
大
き
く
て
深
い
も
の

か
と
案
じ
て
お
り
ま
す
。
龍

大
出
身
の
お
坊
さ
ん
や
学
生

さ
ん
た
ち
が
、
現
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
活
動
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
仏
教
を

建
学
の
精
神
と
す
る
母
校
ら

し
い
動
き
で
あ
る
と
、
意
を

強
く
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　
私
は
龍
谷
大
学
で
は
文
学

部
史
学
科
に
所
属
し
、
指
導

教
授
は
仏
教
・
真
宗
史
の
故
・

宮
崎
圓え

ん
じ
ゅ
ん遵
先
生
で
し
た
。
下

宿
さ
き
は
同
じ
天
台
宗
の
妙

法
院（
京
都
市
東
山
区
）で
、

門
跡
さ
ん
の
付
き
人
を
し
な

が
ら
、
大
学
に
通
わ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
、
今
も
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。

「
末
法
」
と
熊
野
詣

　
と
こ
ろ
で
私
ど
も
の
青
岸

渡
寺
の
ル
ー
ツ
は
、
４
世
紀
の

仁
徳
帝
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。
イ
ン
ド
か
ら
熊
野
に

漂
着
し
た
裸ら

形ぎ
ょ
う上
人
が
、

那
智
の
大
滝
で
修
行
を
し
、

観
世
音
菩
薩
を
感
得
し
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。

　
そ
の
２
０
０
年
後
、
大
和

の
生

し
ょ
う

仏ぶ
つ

上
人
が
来
山
し
、
３ｍ

の
如
意
輪
観
音
像
を
彫
ら

れ
、
裸
形
上
人
が
感
得
し
て

造
仏
し
た
小
さ
な
観
音
像
を

体
内
に
納
め
ら
れ
、
推
古
天

皇
の
勅
願
で
建
立
さ
れ

た̶
̶

こ
れ
が
青
岸
渡
寺
の

ご
本
尊
の
縁
起
で
す
。

　
当
山
が
世
の
注
目
を
浴
び

る
よ
う
に
な
る
の
は
11
世
紀

後
半
、平
安
時
代
末
期
で
す
。

日
本
で
は
仏
教
の
歴
史
観
に

よ
り
、「
末
法
」
の
時
代
に

入
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
時
の

権
力
は
貴
族
か
ら
武
士
へ
の

移
行
期
で
、
戦
乱
と
天
変
地

異
が
相
次
い
で
起
こ
り
、
人
々

は
不
安
に
お
の
の
き
ま
し
た
。

「
末
法
」
を
身
を
も
って
実
感

さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
阿
弥
陀
如

来
を
教
主
と
し
た
浄
土
信
仰

が
高
ま
り
ま
す
。
天
皇
や
貴

族
を
は
じ
め
、
人
々
は
こ
ぞ
っ

て
来
世
（
極
楽
浄
土
）
で
の

救
い
を
求
め
て
、
熊
野
三
山

に
参
詣
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
三
山
と
は
熊
野
那
智
大

社
（
青
岸
渡
寺
）
と
熊
野
本

宮
大
社
、
新
宮
速
玉
大
社
で

す
。

　
当
時
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
神

い
た
だ
い
た
と
き
、
一
切
の
物

事
に
対
し
て
素
直
に
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い

う
感
謝
の
心
が
生
じ
ま
す
。

こ
れ
が「
忘
己
利
多
」で
す
。

04
年
、
世
界
遺
産
に

　
こ
の
よ
う
な
熊
野
三
山
の

信
仰
は
、
1
千
年
以
上
の
長

き
に
わ
た
っ
て
、
人
々
の
心
を

惹
き
つ
け
て
き
ま
し
た
。
平

安
末
期
か
ら
室
町
時
代
に
は

「
蟻
の
熊
野
詣
」
と
称
さ
れ

る
ほ
ど
、
多
数
の
参
拝
者
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

04
年
（
平
成
16
）、「
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
と
し

て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は

仏
教
信
仰
の
道
、
人
々
の
あ
つ

い
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
道
だ
っ

た
か
ら
で
し
た
。（
掲
載
記

事
は
2
0
1
1
年
8
月
に
取

材
し
た
も
の
で
す
。）

シ
ェ
フ
を
め
ざ
す
平
田
美
由

紀
さ
ん
と
出
会
う
。
そ
こ
で

平
田
さ
ん
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に

し
独
立
。
し
か
し
、
和
食
か

イ
タ
リ
ア
ン
か
。「
だ
っ
た
ら

双
方
の
特
色
を
生
か
し
た
店

に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
」
と
呉
さ
ん
。

　
コ
ー
ス
（
メ
ニ
ュ
ー
）
を

注
文
し
た
。
ま
ず
、ホ
タ
テ
・

ウ
ニ
・
水
ナ
ス
の
柑
橘
ジ
ュ

レ
、
次
に
シ
マ
ア
ジ
と
タ
イ

（
大
分
産
）
の
お
造
り
、
サ

ラ
ダ
、
ハ
モ
・
シ
イ
タ
ケ
・

エ
ビ
の
冬
瓜
ま
ん
じ
ゅ
う
生

姜
あ
ん
か
け
、
メ
イ
ン
が
讃

岐
豚
ロ
ー
ス
炭
火
焼
ス
ペ
イ

ン
風
味
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ー
ン
、

そ
し
て
パ
ス
タ
は
新
じ
ゃ
が

ニ
ヨ
ッ
キ
の
ゴ
ル
ゴ
ン
ゾ
ー

ラ
ソ
ー
ス
な
ど
３
品
の
中
か

ら
１
品
を
選
択
。

　
和
・
伊
と
も
に
京
都
ら
し

い
味
を
基
調
に
、
ど
の
料
理

に
も
呉
さ
ん
と
平
田
さ
ん
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
舌
に
響
い
て

く
る
。
ア
ラ
カ
ル
ト（
一
品
）

も
充
実
し
て
い
る
。
讃
岐
牛

炭
火
焼
（
２
５
２
０
円
）、

お
造
り
単
品
（
６
８
０
円

〜
）、
パ
ス
タ
（
９
４
５
〜

１
４
７
０
円
）、
は
な
サ
ラ

ダ
（
１
０
５
０
円
）、
デ
ザ

ー
ト
も
テ
ィ
ラ
ミ
ス
や
濃
茶

ア
イ
ス
、
季
節
の
フ
ル
ー
ツ

を
使
っ
た
タ
ル
ト
な
ど
、「
は

な
」
な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

「
料
理
処
は
な
」
京
都
市
左

京
区
川
端
二
条
上
ル
新
生
洲

町
104
リ
ヴ
ァ
ク
鴨
川
２
Ｆ
。

☎
0
7
5
（
7
5
1
）

5
7
5
7
。営
業
時
間
＝
ラ

ン
チ
は
土
・
日
・
祝
の
み
。

11
時
半
〜
14
時
。
夜
は
17
時

〜
23
時
。定
休
日
＝
水
曜
日
、

第
３
木
曜
日
。
全
席
で
20
人

収
容
。
コ
ー
ス
料
理

（
３
５
７
５
円
）
の
内
容
は

１
ヶ
月
ご
と
に
変
わ
る
。
京

阪
三
条
駅
11
番
出
口
か
ら
北

へ
徒
歩
７
分
。
京
阪
神
宮
丸

太
町
駅
２
番
出
口
か
ら
南
へ

徒
歩
３
分
。
Ｈ
．Ｐ
．有
。

仏
教
に
学
ぶ

自分を忘れて
他の人に尽くす

西国第一番札所
那智山青岸渡寺住職

高木 亮享

高
木
亮
享
（
た
か
ぎ
・
り
ょ
う
き
ょ
う
）
＝
38
年

（
昭
和
13
）
生
ま
れ
。
比
叡
山
高
校
か
ら
龍
谷

大
学
文
学
部
史
学
科
に
進
み
、
61
年
（
昭
和

36
）
卒
業
。
62
年
に
青
岸
渡
寺
へ
。
84
年
（
昭

和
59
）
に
同
寺
住
職
に
就
任
。
昨
年
ま
で
12
年

間
に
わ
た
り
天
台
宗
宗
会
議
員
を
つ
と
め
、
現

在
は
西
国
三
十
三
札
所
会
会
長
、
熊
野
三
山
協

議
会
副
会
長
、
那
智
勝
浦
町
の
補
陀
洛
山
寺
住

職
も
兼
ね
る
。
副
住
職
の
高
木
亮
英
さ
ん
は
72

年
（
昭
和
47
）
卒
の
法
学
部
１
期
生
で
も
あ
る
。

「
和
」
と
「
イ
タ
リ
ア
ン
」

素
材
は
地
元
京
都
を
中
心
に

「
お
も
て
な
し
の
心
」
が
届
く

　
現
在
、
校
友
会
で
は
全
国

に
地
域
支
部
の
設
立
を
加
速

さ
せ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

福
井
県
支
部
・
石
川
県
支
部

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
活
躍
さ
れ
た
校

友
、
大
学
関
係
者
、
学
生
の

情
報
は
、
龍
谷
大
学
や
本
願

寺
新
報
を
は
じ
め
、
各
局
や

各
新
聞
社
報
道
に
よ
る
も
の

で
す
。
私
た
ち
が
知
り
得
た

情
報
は
ほ
ん
の
一
部
で
す
。

特
に
被
災
さ
れ
た
校
友
の
情

報
が
入
っ
て
来
な
い
も
ど
か

し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。も
し
、

東
北
方
面
に
支
部
が
あ
っ
た

な
ら
ば
と
、
今
回
ほ
ど
そ
の

必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

だ
け
で
は
な
く
危
機
管
理
面

で
も
対
応
で
き
る
全
国
校
友

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
急

が
れ
ま
す
。

　
人
的
交
流
を
め
ざ
す
地
域

支
部
設
立
は
も
と
よ
り
、

ネ
ッ
ト
社
会
の
今
、「
卒
業

生
の
た
め
のFacebook

」

を
開
設
し
て
い
る
大
学
が
あ

り
、
卒
業
生
の
た
め
の
オ
ン

ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
通

し
て
卒
業
生
の
絆
を
深
め
て

い
ま
す
。

　
次
号
で
は
現
地
取
材
も
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ど
う
ぞ
、
原
発
事
故
を
含
む

東
日
本
で
被
災
さ
れ
た
校
友

の
方
は
、
現
況
報
告
を
校
友

会
事
務
所
ま
で
電
話
・
メ
ー

ル
・
手
紙
等
で
お
知
ら
せ
下

さ
い
。
校
友
会
は
皆
様
と
共

に
あ
り
ま
す
。
　
合
掌（
Ｙ
）

仏
混
交
〞
の
時
代
で
し
た
か

ら
、
本
宮
の
本
地
仏
は
阿
弥

陀
如
来
、新
宮
は
薬
師
如
来
、

那
智
は
観
音
菩
薩
で
す
。

人
々
は
阿
弥
陀
如
来
に
来

世
、
薬
師
如
来
と
観
音
菩
薩

に
こ
の
世
で
の
願
い
を
託
そ
う

と
、熊
野
詣も

う
でに
で
か
け
ま
し
た
。

10
世
紀
に
西
国
巡
礼

　
ま
た
青
岸
渡
寺
は
、
西
国

三
十
三
ヶ
所
観
音
霊
場
の
第

１
番
札
所
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
西
国
霊
場
巡
り
は
、
８

世
紀
の
徳と

く
ど
う道
上
人
が
最
初
だ

と
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
、

花
山
天
皇
（
968
〜
1008
）
が
若

く
し
て
出
家
し
、
那
智
大
滝

の
奥
に
あ
っ
た
円
成
寺
で
の
千

日
間
参
籠
を
経
て
、
当
山
を

第
１
番
と
し
て
、
三
十
三
ヶ

所
の
霊
場
を
巡
礼
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
、今
日
ま
で
延
々

と
続
く
「
西
国
三
十
三
番
札

所
巡
礼
」
で
す
。

　
天
台
宗
の
宗
祖
・
伝
教
大

師
（
最
澄
＝
767
〜
822
）
が
著

さ
れ
た
『
山さ

ん
げ家
学
生
式
』
に

「
自
分
の
こ
と
を
忘
れ
、
他
の

人
々
に
尽
く
し
な
さ
い
。
そ

れ
こ
そ
が
慈
悲
の
極き

わ

み
な
り
」

（
忘
己
利
多
慈
悲
極
）
と
お
っ

し
ゃって
お
ら
れ
ま
す
。
人
間

と
い
う
も
の
は
、
い
つ
も
自
己

中
心
の
生
活
を
送
ろ
う
と
し

ま
す
。
そ
う
い
う
私
た
ち
が

観
音
様
の
前
で
心
か
ら
手
を

合
わ
せ
、
観
音
様
の
お
徳
を

編
集
後
記

料
理
処 

は
な

川
端
通

鴨
川

二
条
大
橋 二

条
川
端

（リヴァク鴨川 2F）
料理処

ローソン

はな

（写真左）青岸渡寺・三重の塔と大滝
（写真右上）本尊の如意輪観音を安置
する本堂（重文）。豊臣秀吉の再建
（写真下）如意輪観世音菩薩のお前立
ち

お
造
り
盛
り
合
わ
せ

呉（右）さんと平田さん

豚
の
炭
火
焼
ス
ペ
イ
ン
風

龍谷大学ホーム
カミング・デー 2011
10月29日（土）瀬田キャンパス
11月６日（日）深草キャンパス

〈深草キャンパス〉受付10:30～13:00
校友総会11:00～　龍谷賞贈呈式
12:00～　交流会12:30～15:30　吹
奏楽部＆バトン・チアSPIRITSのライ
ブ13:00～13:20　西本願寺書院・飛
雲閣見学ツアー14:00～　※校友会支
部・ゼミ・クラス・サークルＯＢ会（10
人以上）の方にお部屋（教室）を用意。
要予約。10月21日まで校友会事務局へ。




